卷の第一百八十七
唐 (とう)記　三
高祖 (こうそ)神堯大聖光孝皇帝 (こうてい)上の下
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　（一）武 (ぶ)徳 (とく)二年 (ねん)、春 (はる)正 (しょう)月 (がつ)壬寅 (じんいん)、王世充 (おうせいじゅう)、悉 (ことごと)く隋朝 (ずいちょう)の顯 (けん)官 (かん)・名 (めい)士 (し)を取 (と)り、太 (たい)尉 (い)府 (ふ)の官屬 (かんぞく)と爲 (な)す。杜淹 (とえん)・戴冑 (たいちゅう)、皆 (みな)これに預 (あずか)る。冑 (ちゅう)は（二）安陽 (あんよう)の人 (ひと)なり。隋 (ずい)の將軍 (しょうぐん)王陵 (おうりょう)、（三）屯衞將軍 (とんえいしょうぐん)張鎭周 (ちょうちんしゅう)・都 (と)水 (すい)少 (しょう)監 (かん)蘇 (そ)世 (せい)長 (ちょう)等 (ら)を帥 (ひき)ゐ (い)、山南 (さんなん)の兵 (へい)を以 (もつ)て、（四）始 (はじ)めて東都 (とうと)に至 (いた)る。王世充 (おうせいじゅう)、専 (もっぱ)ら朝政 (ちょうせい)を總 (す)べ、事 (こと)、大小 (だいしょう)と無 (な)く、悉 (ことごと)く太尉府 (たいいふ)に關 (かん)し、臺 (だい)省 (しょう)監 (かん)署 (しょ)、闃 (げき)然 (しか)たらざるは莫 (な)し、世充 (せいじゅう)、三牌 (ぱい)を府 (ふ)の門外 (もんがい)に立 (た)て、一は、文學才識 (ぶんがくさいしき)ありて時 (じ)務 (む)を濟 (すく)うに堪 (た)うる者 (もの)を求 (もと)め、一は、武 (ぶ)勇 (ゆう)智 (ち)略 (りゃく)ありて能 (よ)く鋒 (ほう)を摧 (くだ)き敵 (てき)を陷 (おとしい)るる者 (もの)を求 (もと)め、一は、身 (み)に寃滞 (えんたい)有 (あ)りて（五）擁抑 (ようよく)して申 (の)びざる者 (もの)を求 (もと)む。是 (ここ)に於 (おい)て上書 (じょうしょ)そて事 (こと)を陳 (の)ぶるもの、日 (ひ)に數 (すう)百有 (あ)り。世充 (せいじゅう)悉 (ことごと)く引 (いん)見 (けん)し、躬 (み)自 (みずか)ら省覽 (しょうらん)し、慇懃 (いんぎん)に慰 (い)論 (ゆ)す。人人 (ひとびと)自 (みずか)ら喜 (よろこ)び、以爲 (おも)へらく言 (げん)聽 (き)かれ計 (けい)從 (したが)わると。然 (しか)れども終 (つい)に・施 (し)行 (こう)する所 (ところ)
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無 (な)し。下 (しも)、士卒 (しそつ)・（六）厮 (し)養 (よう)に至 (いた)るまで、世充 (せいじゅう)、皆 (みな)、甘 (かん)言 (げん)を以 (もつ)て之 (これ)を悦 (よろこ)ばせ、而 (しか)して實 (じつ)は恩 (おん)施 (し)無 (な)し。隋 (ずい)の馬軍總管 (ばぐんそうかん)獨 (どく)孤 (こ)武 (ぶ)都 (と)、世充 (せいじゅう)の親 (しん)任 (にん)せる所 (ところ)と爲 (な)る。其 (その)從弟 (じゅうてい)（七）司隷大夫機 (しれいたいふき)、（八）虞 (ぐ)部 (ぶ)郎 (ろう)楊恭愼 (ようきょうしん)・前 (さき)の（九）渤海郡主簿 (ぼっかいぐんしゅぼ)孫師孝 (そんしこう)・歩兵總管 (ほへいそうかん)劉孝元 (りゅうこうげん)・李儉 (りけん)・崔 (さい)孝 (こう)仁 (じん)と與 (とも)に、唐 (とう)の兵 (へい)を召 (め)さんと謀 (はか)り、孝仁 (こうじん)をして武都 (ぶと)に説 (と)きて曰 (い)わしむ、『王 (おう)公 (こう)、徒 (いたず)らに兒 (じ)女 (じょ)の態 (たい)を爲 (な)し、以 (もつ)て下愚 (かぐ)を悦 (よろこ)ばせ、而 (しか)して鄙 (ひ)隘 (あい)貪 (たん)忍 (にん)にして、新舊 (しんきゅう)を顧 (かえり)みず。豈 (あ)に能 (よ)く大業 (たいぎょう)を成 (な)さんや。圖 (と)讖 (しん)の文 (ぶん)、「應 (まさ)に李氏 (りし)に歸 (き)すべし」』と。人 (ひと)皆 (みな)之 (これ)を知 (し)る。唐 (とう)、晉陽 (しんよう)に起 (おこ)り、關内 (かんだい)を奄 (えん)有 (ゆう)し、兵 (へい)、行 (こう)を留 (と)めず、英 (えい)雄 (ゆう)景 (えい)附 (ふ)す。且 (か)つ坦懷 (たんかい)にして物 (もの)を待 (ま)ち、善 (ぜん)を擧 (あ)げ功 (こう)を責 (せ)め、舊惡 (きゅうあく)を念 (おも)わず、勝勢 (しょうせい)に據 (よ)り、以 (もつ)て天下 (てんか)を争 (あらそ)う。誰 (たれ)か能 (よ)く之 (これ)に敵 (てき)せん。吾 (わ)が屬 (ともがら)身 (み)を託 (たく)すること所 (ところ)に非 (あら)ず、坐 (い)ながら夷 (い)滅 (めつ)を待 (ま)つ。今 (いま)、（十）任管公 (じんかんこう)の兵 (へい)、近 (ちか)く新安 (しんあん)に在 (あ)り、又 (また)、吾 (われ)の故 (こ)人 (じん)なり。若 (も)し間 (かん)使 (し)を遣 (つか)わして之 (これ)を召 (め)し、夜 (よる)城下 (じょうか)に造 (いた)らしめ、吾 (わ)が曹 (ともがら)共 (とも)に内 (ない)應 (おう)を爲 (な)し、門 (もん)を開 (ひら)きて之 (これ)を納 (い)れば、事 (こと)、集 (な)らざる無 (な)からん』と。武都 (ぶと)、之 (これ)に從 (したが)う。事 (こと)泄 (も)れ、世充 (せいじゅう)皆 (みな)之 (これ)を殺 (ころ)す。恭愼 (きょうしん)は（一一）達 (たつ)の子 (こ)なり。
　癸卯 (きぼう)、秦王世民 (しんおうせいみん)に命 (めい)じ、出 (い)でて（一二）長春宮 (ちょうしゅんきゅう)に鎭 (ちん)せしむ。
　宇文化及 (うぶんかきゅう)、魏州總管 (ぎしゅうそうかん)元寶臧 (げんほうぞう)を攻 (せ)む。四旬 (じゅん)にして克 (か)たず。魏徴 (ぎちょう)往 (ゆ)きて之 (これ)に説 (と)く。丁未 (ていび)、寶臧 (ほうぞう)、州 (しゅう)を擧 (あ)
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げて來 (きた)り降 (くだ)る。
　戊午 (ぼご)、淮安王 (わいあんおう)神通 (しんつう)、宇文化及 (うぶんかきゅう)を魏縣 (ぎけん)に撃 (う)つ。化及 (かきゅう)、抗 (こう)する能 (あた)わず。東 (ひがし)して（一三）聊城 (りょうじょう)に走 (はし)る。神通 (しんつう)、魏縣 (ぎけん)を拔 (ぬ)き、二千餘人 (よにん)を斬獲 (ざんかく)し、兵 (へい)を引 (ひ)きて化及 (かきゅう)を追 (お)い、聊城 (りょうじょう)に至 (いた)り、之 (これ)を圍 (かこ)む。
　甲子 (こうし)、陳叔達 (ちんしゅくたつ)を以 (もつ)て納 (のう)言 (げん)と爲 (な)す。
　丙寅 (へいいん)、李 (り)密 (みつ)が置 (お)く所 (ところ)の伊州 (いしゅう)の刺史 (しし)張善相 (ちょうぜんしょう)、來 (きた)り降 (くだ)る。
　朱粲 (しゅさん)、衆 (しゅう)二十萬 (まん)有 (あ)り。漢淮 (かんわい)の間 (あいだ)を剽掠 (ひょうりゃく)し、遷 (せん)徙 (し)して常 (つね)無 (な)し。州縣 (しゅうけん)を破 (やぶ)る毎 (ごと)に、其 (その)積粟 (せきぞく)を食 (くら)い、未 (いま)だ盡 (つ)きずして復 (ま)た他 (た)に適 (ゆ)き、將 (まさ)に去 (さ)らんとするとき、悉 (ことごと)く其 (その)餘資 (よし)を焚 (や)き、又 (また)、稼 (か)穡 (しょく)を務 (つと)めず。民 (たみ)の餒 (だい)死 (し)する者 (もの)、積 (つ)むが如 (ごと)し。粲 (さん)、復 (ま)た掠 (かす)む可 (べ)き無 (な)く、軍中 (ぐんちゅう)、食 (しょく)乏 (とぼ)し。乃 (すなわ)ち士卒 (しそつ)に敎 (おし)えて婦 (ふ)人 (じん)嬰 (えい)兒 (じ)を烹 (に)て之 (これ)を噉 (くら)わしめて曰 (い)わく、『肉 (にく)の美 (び)なる者 (もの)は、人 (ひと)に過 (す)ぐるは無 (な)し。但 (た)だ佗 (た)國 (こく)をして人 (ひと)有 (あ)らしめば、何 (なん)ぞ餒 (だい)を憂 (うれ)えん』と。隋 (ずい)の著 (ちょ)作 (さく)佐 (さ)郎 (ろう)陸從典 (りくじゅうてん)・通事舎人 (つうじしゃじん)顔愍楚 (がんびんそ)、謫官 (たくかん)して（一四）南陽 (なんよう)に在 (あ)り。粲 (さん)初 (はじ)め引 (ひ)きて賓客 (ひんかく)と爲 (な)す。其 (その)後 (のち)、食 (しょく)無 (な)く、闔家 (こうか)皆 (みな)噉 (くら)う所 (ところ)と爲 (な)る。愍 (びん)楚 (そ)は（一五）之 (し)推 (すい)の子 (こ)なり。又 (また)、諸 (しょ)城堡 (じょうほ)の細 (さい)弱 (じゃく)なるものを税 (ぜい)し、以 (もつ)て軍食 (ぐんしょく)に供 (きょう)す。諸 (しょ)城堡 (じょうほ)相 (あい)帥 (ひき)ゐ (い)て之 (これ)に叛 (そむ)く。（一六）淮安 (わいあん)の土 (ど)豪 (ごう)楊士林 (ようしりん)・田瓉 (でんさん)、兵 (へい)を起 (おこ)して粲 (さん)を攻 (せ)む。諸 (しょ)州 (しゅう)皆 (みな)之 (これ)に應 (おう)ず。粲 (さん)、與 (とも)に（一七）淮源 (わいげん)に戦 (たたか)い、大 (おおい)に敗 (やぶ)れ、餘 (よ)衆 (しゅう)數 (すう)千を帥 (ひき)ゐ (い)て（一八）菊潭 (きくたん)に奔 (はし)る。士 (し)林 (りん)の家 (いえ)世 (よ)々 (よ)蠻 (ばん)酋 (しゅう)なり。隋 (ずい)の
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末 (すえ)、士 (し)林 (りん)、鷹 (よう)揚 (よう)府 (ふ)の校 (こう)尉 (い)と爲 (な)り、郡官 (ぐんかん)を殺 (ころ)して、其 (その)郡 (ぐん)に據 (よ)る。既 (すで)に朱粲 (しゅさん)を遂 (お)い、己巳 (きし)、（一九）漢東 (かんとう)の四郡 (ぐん)を帥 (ひき)ゐ (い)、使 (つかい)を遣 (つか)わして（二十）信州總管 (しんしゅうそうかん)盧 (ろ)江 (こう)王 (おう)瑗 (えん)に詣 (いた)り、降 (くだり)を請 (こ)う。詔 (みことのり)して、以 (もつ)て（二一）顯 (けん)州 (しゅう)道 (どう)行 (こう)臺 (だい)と爲 (な)す。士 (し)林 (りん)、瓉 (さん)を以 (もつ)て長史 (ちょうし)と爲 (な)す。
　初 (はじ)め王世充 (おうせいじゅう)、既 (すで)に（二二）元 (げん)盧 (ろ)を殺 (ころ)し、人情 (にんじょう)の未 (いま)だ服 (ふく)せざらんことを慮 (おもんぱか)り、猶 (な)お皇泰主 (こうたいしゅ)に媚事 (びじ)し、禮 (れい)甚 (はなは)だ謙 (けん)敬 (けい)なり。又 (また)、請 (こ)うて劉 (りゅう)太 (たい)后 (こう)の假 (か)子 (し)と爲 (な)り、尊號 (そんごう)を聖感 (せいかん)皇太后 (こうたいこう)と曰 (い)う。既 (すで)にして漸 (ようや)く驕 (きょう)横 (おう)なり。嘗 (かつ)て食 (しょく)を宮中 (きゅうちゅう)に賜 (たま)わり、家 (いえ)に還 (かえ)りて大 (おおい)に吐 (は)く。毒 (どく)に遇 (あ)えるを疑 (うたが)う。是 (ここ)より、復 (ま)た朝謁 (ちょうえつ)せず。皇泰主 (こうたいしゅ)、其 (そ)の終 (つい)に臣 (しん)と爲 (な)らざるを知 (し)れども、力 (ちから)、制 (せい)する能 (あた)わず。唯 (た)だ内 (ない)庫 (こ)の綵 (さい)物 (ぶつ)を取 (と)り、大 (おおい)に幡 (はん)花 (か)を造 (つく)り、又 (また)、諸 (もろもろ)の服玩 (ふくがん)を出 (いだ)し、儈 (そう)をして貧乏 (びんぼう)に散 (さん)施 (し)せしめ、以 (もつ)て福 (さいわい)を求 (もと)む。世充 (せいじゅう)、其 (その)黨 (とう)張績 (ちょうせき)・董濬 (とうしゅん)をして（二三）章善 (しょうぜん)・顯 (けん)福 (ぷく)二門 (もん)を守 (まも)らしめ、宮内 (きゅうない)の雑物 (ざつぶつ)、毫 (ごう)釐 (り)も出 (い)ずるを得 (え)ず。是 (この)月 (つき)、世充 (せいじゅう)、人 (ひと)をして印 (いん)及 (およ)び劒 (けん)を獻 (けん)ぜしめ、又 (また)、河 (か)水 (すい)の淸 (きよ)きを言 (い)う。以 (もつ)て衆 (しゅう)に耀 (かがや)かして己 (おのれ)の符 (ふ)瑞 (ずい)と爲 (な)さんと欲 (ほっ)すと云 (い)う。
　上 (じょう)、金 (きん)紫 (し)光 (こう)祿 (ろく)大 (たい)夫 (ふ)武 (ぶ)功 (こう)の靳 (きん)孝 (こう)謨 (ぼ)を遣 (つか)わし、邊 (へん)郡 (ぐん)を安集 (あんしゅう)せしむ。梁 (りょう)師 (し)都 (と)の獲 (う)る所 (ところ)と爲 (な)る。孝 (こう)謨 (ぼ)、之 (これ)を罵 (ののし)りて口 (くち)を極 (きわ)む。師都 (しと)、之 (これ)を殺 (ころ)す。二月 (がつ)、詔 (みことのり)して、爵 (しゃく)武 (ぶ)昌 (しょう)縣 (けん)公 (こう)を追 (つい)賜 (し)し、
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諡 (おくりな)して忠 (ちゅう)と曰 (い)う。
　初 (はじ)めて（二四）租 (そ)庸 (よう)調 (ちょう)の法 (ほう)を定 (さだ)む。丁 (てい)毎 (ごと)に租 (そ)二石 (せき)・絹 (きぬ)二匹 (ひき)・綿 (わた)三兩 (りょう)。玆 (これ)より以 (い)外 (がい)、横 (よこ)しまに調斂 (ちょうれん)する有 (あ)るを得 (え)ず。
　丙戌 (へいじゅつ)、詔 (みことのり)して、諸 (しょ)宗 (そう)姓 (せい)、官 (かん)に居 (お)る者 (もの)は、同列 (どうれつ)の上 (うえ)に在 (あ)り、未 (いま)だ仕 (つか)えざる者 (もの)は、其 (そ)の徭 (よう)役 (えき)を免 (めん)じ、州 (しゅう)毎 (ごと)に宗 (そう)師 (し)一人 (にん)を置 (お)き、以 (もつ)て攝總 (せつそう)し、別 (べつ)に團 (だん)伍 (ご)と爲 (な)す。
　張 (ちょう)俟 (し)德 (とく)、（二五）涼 (りょう)に至 (いた)る。李軌 (りき)、其 (その)羣臣 (ぐんしん)を召 (め)し、廷議 (ていぎ)して曰 (い)わく、『唐 (とう)の天 (てん)子 (し)は吾 (われ)の從兄 (じゅうけい)にして、今 (いま)已 (すで)に位 (くらい)を京邑 (けいゆう)に正 (ただ)す。一姓 (せい)、自 (みずか)ら天下 (てんか)を争 (あらそ)う可 (べ)からず。吾 (われ)、帝號 (ていごう)を去 (さ)り其 (その)封爵 (ほうしゃく)を受 (う)けんと欲 (ほっ)す。可 (か)ならんか』と。曹珍 (そうちん)曰 (い)わく、『隋 (ずい)、其 (その)鹿 (しか)を失 (うしな)い、天下 (てんか)共 (とも)に之 (これ)を遂 (お)う。王 (おう)と稱 (しょう)し帝 (てい)と稱 (しょう)する者 (もの)、奚 (なん)ぞ啻 (ただ)一人 (にん)のみならん。唐 (とう)は關中 (かんちゅう)に帝 (てい)たり、涼 (りょう)は河 (か)右 (ゆう)に帝 (てい)たるは、固 (もと)より相 (あい)妨 (さまた)げず。且 (か)つ已 (すで)に天子 (てんし)と爲 (な)る。奈何 (いかん)ぞ復 (ま)た自 (みずか)ら貶黜 (へんちゅつ)せん。必 (かなら)ず・小 (しょう)を以 (もつ)て大 (だい)に事 (つか)えんと欲 (ほっ)せば、請 (こ)う（二六）蕭詧 (しょうさつ)が魏 (ぎ)に事 (つか)うるの故事 (こじ)に依 (よ)らん』と。軌 (き)、之 (これ)に從 (したが)う。戊戌、軌 (き)、其 (その)尚 (しょう)書 (しょ)左 (さ)丞 (じょう)鄧曉 (とうぎょう)を遣 (つか)わして入 (にゅう)見 (けん)せしめ、書 (しょ)を奉 (たてまつ)りて皇 (こう)從弟 (じゅうてい)大涼 (たいりょう)皇帝 (こうてい)臣 (しん)軌 (き)と稱 (しょう)し、而 (しか)して官爵 (かんしゃく)を受 (う)けず。帝 (てい)怒 (いか)り、曉 (ぎょう)を拘 (とら)えて・
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遣 (や)らず、始 (はじ)めて・師 (し)を興 (おこ)して之 (これ)を討 (う)たんことを議 (ぎ)す。初 (はじ)め隋 (ずい)の煬帝 (ようだい)、自 (みずか)ら吐 (と)谷 (よく)渾 (こん)を征 (せい)す。吐 (と)谷 (よく)渾 (こん)の（二七）可汗 (かかん)伏允 (ふくいん)、數 (すう)千騎 (き)を以 (い)て党 (とう)項 (こう)に奔 (はし)る。煬帝 (ようだい)、其 (その)質子 (ちし)順 (じゅん)を立 (た)てて主 (しゅ)と爲 (な)し、餘 (よ)衆 (しゅう)を統 (す)べしむ。入 (い)るを果 (はた)さずして還 (かえ)る。會々 (たまたま)中國喪亂 (ちゅうごくそうらん)し、伏允 (ふくいん)復 (ま)た還 (かえ)りて其 (その)故地 (こち)を收 (おさ)む。上 (じょう)、禪 (ゆずり)を受 (う)く。順 (じゅん)、江都 (こうと)より（二八）長安 (ちょうあん)に還 (かえ)る。上 (じょう)、使 (つかい)を遣 (つか)わし、伏允 (ふくいん)と連 (れん)和 (わ)し、李軌 (りき)を撃 (う)たしめ、順 (じゅん)を以 (もつ)て之 (これ)に還 (かえ)さんことを許 (ゆる)す。伏允 (ふくいん)喜 (よろこ)び、兵 (へい)を起 (おこ)して軌 (き)を撃 (う)ち、數久 (しばしば)使 (つかい)を遣 (つか)わして入貢 (にゅうこう)せしめて順 (じゅん)を請 (こ)う。上 (じょう)、之 (これ)を遣 (や)る。
　閏月 (うるうづき)、朱粲 (しゅさん)、使 (つかい)を遣 (つか)わし・降 (くだ)らんと請 (こ)う。詔 (みことのり)して、粲 (さん)を以 (もつ)て楚 (そ)王 (おう)と爲 (な)し、自 (みずか)ら官屬 (かんぞく)を置 (お)くを聽 (ゆる)し、便宜 (べんぎ)を以 (もつ)て事 (こと)に從 (したが)わしむ。
　宇文化及 (うぶんかきゅう)、珍 (ちん)貨 (か)を以 (もつ)て海曲 (かいきょく)の諸 (しょ)賊 (ぞく)を誘 (いざな)う。賊帥 (ぞくすい)王薄 (おうはく)、衆 (しゅう)を帥 (ひき)ゐ (い)て之 (これ)に從 (したが)い、與 (とも)に共 (とも)に聊城 (りょうじょう)を守 (まも)る。竇建德 (とうけんとく)、其 (その)羣 (ぐん)下 (か)に謂 (い)つて曰 (い)わく、『吾 (われ)は隋 (ずい)の民 (たみ)たり。隋 (ずい)は吾 (わ)が君 (きみ)たり。今 (いま)、宇文化及 (うぶんかきゅう)・弑逆 (しいぎゃく)せり。乃 (すなわ)ち吾 (わ)が讎 (あだ)なり。吾 (われ)、以 (もつ)て討 (う)たざる可 (べ)からず』と。乃 (すなわ)ち兵 (へい)を引 (ひ)きて聊城 (りょうじょう)に趣 (おもむ)く。淮安王 (わいあんおう)神通 (しんつう)、聊城 (りょうじょう)を攻 (せ)む。化及 (かきゅう)、糧 (りょう)盡 (つ)き、降 (くだ)らんと請 (こ)う。神通 (しんつう)、許 (ゆる)さず、安撫副使 (あんぶふくし)（二九）崔世幹 (さいせいかん)、神通 (しんつう)に・之 (これ)を許 (ゆる)さんことを勸 (すす)む。神通 (しんつう)曰 (い)わく、『軍士暴露 (ぐんしばくろ)すること日 (ひ)久 (ひさ)しく、賊 (ぞく)、食 (しょく)盡 (つ)き計 (けい)窮 (きわ)まる。克 (か)たんこと旦 (たん)暮 (ぼ)に在 (あ)り。吾 (われ)當 (まさ)に攻取 (こうしゅ)して以 (もつ)て國 (こく)威 (い)を示 (しめ)し、且 (か)つ其 (その)玉帛 (ぎょくはく)を散 (さん)じて以 (もつ)て戦 (せん)士 (し)を勞 (ねぎら)うべし。若 (も)し其 (そ)の降 (くだり)を受 (う)けば、將 (は)た何 (なに)を以 (もつ)て軍 (ぐん)賞 (しょう)と爲 (な)さんや』と。世幹 (せいかん)曰 (い)わく、『今 (いま)、
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建德 (けんとく)方 (まさ)に至 (いた)る。若 (も)し化及 (かきゅう)未 (いま)だ平 (たいら)かずば、内外 (ないがい)、敵 (てき)を受 (う)け、吾 (わ)が軍 (ぐん)必 (かなら)ず敗 (やぶ)れん。夫 (そ)れ攻 (せ)めずして之 (これ)を下 (くだ)さば、功 (こう)たること甚 (はなは)だ易 (やす)し。奈何 (いかん)ぞ其 (その)玉帛 (ぎょくはく)を貪 (むさぼ)りて、（降ヲ）受 (う)けざらんや』と。神通 (しんつう)怒 (いか)り、世幹 (せいかん)を軍中 (ぐんちゅう)に囚 (とら)う。既 (すで)にして宇文化及 (うぶんかきゅう)、濟北 (せいほく)より之 (これ)に餽 (おく)る。化及 (かきゅう)の軍 (ぐん)稍 (やや)振 (ふる)い、遂 (つい)に復 (ま)た拒 (ふせ)ぎ戦 (たたか)う。神通 (しんつう)、兵 (へい)を督 (とく)して之 (これ)を攻 (せ)む。（三〇）貝州 (ばいしゅう)の刺史 (しし)趙君德 (ちょうくんとく)、堞 (ちょう)を攀 (よ)じて先登 (せんとう)す。神通 (しんつう)、心 (こころ)に其 (その)功 (こう)を害 (い)み、兵 (へい)を收 (おさ)め・戦 (たたか)わず。君德 (くんとく)大 (おおい)に詬 (ののし)りて下 (くだ)る。遂 (つい)に克 (か)たず。建德 (けんとく)の軍 (ぐん)且 (まさ)に至 (いた)らんとす。神通 (しんつう)、兵 (へい)を引 (ひ)きて退 (しりぞ)く。建德 (けんとく)、化及 (かきゅう)と連戦 (れんせん)し、大 (おおい)に之 (これ)を破 (やぶ)る。化及 (かきゅう)復 (ま)た聊城 (りょうじょう)に保 (ほう)す。建德 (けんとく)、兵 (へい)を縱 (はな)ち、四面 (めん)より急 (きゅう)に攻 (せ)む。王薄 (おうはく)、門 (もん)を開 (ひら)きて之 (これ)を納 (い)る。建德 (けんとく)、城 (しろ)に入 (い)り、化及 (かきゅう)を生擒 (せいきん)し、先 (ま)ず隋 (ずい)の蕭皇后 (しょうこうごう)に謁 (えつ)し、語 (ご)皆 (みな)臣 (しん)と稱 (しょう)し、素 (そ)服 (ふく)して煬帝 (ようだい)を哭 (こく)して哀 (あい)を盡 (つく)し、傳國 (でんこく)の璽 (じ)及 (およ)び鹵 (ろ)簿 (ぼ)儀 (ぎ)仗 (じょう)を收 (おさ)め、隋 (ずい)の百官 (かん)を撫 (ぶ)存 (そん)し、然 (しか)る後 (のち)逆黨 (ぎゃくとう)宇 (う)文 (ぶん)智 (ち)及 (きゅう)・楊士覧 (ようしらん)・元武達 (げんぶたつ)・許弘仁 (きょこうじん)・孟景 (もうけい)を執 (とら)え、隋 (ずい)の官 (かん)を集 (あつ)めて之 (これ)を斬 (き)り、首 (くび)を軍 (ぐん)門 (もん)の外 (そと)に梟 (きょう)す。檻車 (かんしゃ)を以 (もつ)て化及 (かきゅう)幷 (ならび)に二子 (し)承 (しょう)基 (き)・承 (しょう)趾 (し)を載 (の)せ、（三一）襄國 (じょうこく)に至 (いた)りて之 (これ)を斬 (き)る。化及 (かきゅう)且 (まさ)に死 (し)せんとし、更 (さら)に餘 (よ)言 (げん)無 (な)く、但 (た)だ云 (い)う『夏 (か)王 (おう)に負 (そむ)かず』と。建德 (けんとく)、戦 (たたかい)勝 (か)ち城 (しろ)に克 (か)つ毎 (ごと)に、得 (う)る所 (ところ)の資 (し)材 (ざい)、悉 (ことごと)く以 (もつ)て將 (しょう)士 (し)に分 (わか)ち、身 (み)、取 (と)る所 (ところ)無 (な)し。又 (また)、肉 (にく)を噉 (くら)わず、常 (つね)に蔬 (そ)茹 (じょ)粟 (ぞく)飯 (はん)を食 (くら)う。妻 (つま)曹 (そう)氏 (し)、紈 (がん)綺 (き)を衣 (き)ず。役 (えき)する所 (ところ)の婢 (ひ)妾 (しょう)、纔 (わずか)に十許 (きょ)人 (にん)。化及 (かきゅう)を破 (やぶ)るに及 (およ)び、隋 (ずい)の宮人 (きゅうじん)千數 (すう)を得 (え)、卽 (そく)時 (じ)に之 (これ)を散 (さん)遣 (けん)す。隋 (ずい)の黄 (こう)門 (もん)侍 (じ)郎 (ろう)裵 (はい)矩 (く)を以 (もつ)て右僕射 (ゆうぼくや)と爲 (な)し、選 (せん)事 (じ)を掌 (つかさど)らしめ、兵 (へい)部 (ぶ)侍 (じ)郎 (ろう)崔君肅 (さいくんしゅく)を侍 (じ)中 (ちゅう)と爲 (な)し、（三二）少 (しょう)府 (ふ)令 (れい)何 (か)稠 (ちょう)を工 (こう)部 (ぶ)尚 (しょう)書 (しょ)と爲 (な)し、
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　（三三）右司郎中 (ゆうしろうちゅう)柳調 (りゅうちょう)を左丞 (さじょう)と爲 (な)し、虞世南 (ぐせいなん)を黄 (こう)門 (もん)侍 (じ)郎 (ろう)と爲 (な)し、歐陽詢 (おうようじゅん)を太常卿 (たいじょうけい)と爲 (な)す。詢 (じゅん)は（三四）紇 (こつ)の子 (こ)なり。自 (じ)餘 (よ)は才 (さい)に随 (したが)つて職 (しょく)を授 (さず)け、委 (ゆだ)ぬるに政 (せい)事 (じ)を以 (もつ)てす。其 (そ)の留 (とど)まるを願 (ねが)わず、關中 (かんちゅう)及 (およ)び東都 (とうと)に詣 (いた)らんと欲 (ほっ)する者 (もの)は、亦 (また)之 (これ)を聽 (ゆる)し、仍 (な)ほ資 (し)糧 (りょう)を給 (きゅう)し、兵 (へい)を以 (もつ)て之 (これ)を援 (たす)けて境 (さかい)を出 (い)でしむ。隋 (ずい)の驍 (ぎょう)果 (か)、尚 (な)お萬 (まん)人 (にん)に近 (ちか)し。亦 (また)各々 (おのおの)縱 (じゅう)遣 (けん)し、其 (そ)の之 (ゆ)く所 (ところ)に任 (まか)す。又 (また)、王世充 (おうせいじゅう)と好 (よしみ)を結 (むす)ぶ。使 (つかい)を遣 (つか)わし、表 (ひょう)を隋 (ずい)の皇泰主 (こうたいしゅ)に奉 (ほう)ず。皇泰主 (こうたいしゅ)、封 (ほう)じて夏 (か)王 (おう)と爲 (な)す。建德 (けんとく)、羣盜 (ぐんとう)より起 (おこ)り、國 (くに)を建 (た)つと雖 (いえど)も、未 (いま)だ文物 (ぶんぶつ)・法 (ほう)度 (ど)有 (あ)らず。裵 (はい)矩 (く)、之 (これ)が爲 (た)めに朝 (ちょう)儀 (ぎ)を定 (さだ)め、律 (りつ)令 (りょう)を制 (せい)す。建德 (けんとく)甚 (はなは)だ悦 (よろこ)ぶ。毎 (ごと)に之 (これ)に從 (したが)いて典禮 (てんれい)を諮 (し)訪 (ほう)す。
　甲辰 (こうしん)、上 (じょう)、羣臣 (ぐんしん)を考第 (こうだい)し、李綱 (りこう)・孫伏伽 (そんふくか)を以 (もつ)て第 (だい)一と爲 (な)し、因 (よ)つて置酒 (ちしゅ)して高會 (こうかい)す。裵寂 (はいせき)等 (ら)に謂 (い)つて曰 (い)わく、『隋 (ずい)氏 (し)、主 (しゅ)驕 (おご)り臣 (しん)諂 (へつら)うを以 (もつ)て、天下 (てんか)を亡 (うしな)えり。朕 (ちん)位 (くらい)に卽 (つ)きて以 (い)來 (らい)、毎 (ごと)に心 (こころ)を虚 (むな)しくして諫 (いさめ)を求 (もと)む。然 (しか)れども唯 (た)だ李綱 (りこう)のみ、差 (やや)忠款 (ちゅうかん)を盡 (つく)し、孫伏伽 (そんふくか)のみ、誠 (せい)直 (ちょく)と謂 (い)う可 (べ)し。餘 (よ)人 (じん)は猶 (な)お敝風 (へいふう)を踵 (つ)ぎ、眉 (まゆ)を俛 (た)るるのみ。豈 (あ)に朕 (ちん)が望 (のぞ)む所 (ところ)ならんや。朕 (ちん)、卿 (けい)を視 (み)ること愛 (あい)子 (し)の如 (ごと)し。卿 (けい)當 (まさ)に朕 (ちん)を視 (み)ること慈父 (じふ)の如 (ごと)くなるべし。懷 (おも)うこと有 (あ)れば必 (かなら)ず盡 (つく)し、自 (みずか)ら隠 (かく)す勿 (なか)れ』と因 (よ)つて命 (めい)じて君臣 (くんしん)の敬 (けい)を捨 (す)て、歡 (かん)を極 (きわ)めて罷 (や)む。
　前 (さき)の御史大夫 (ぎょしたいふ)段確 (だんかく)を遣 (つか)わし、朱粲 (しゅさん)に使 (つかい)せしむ。
　初 (はじ)め上 (じょう)、隋 (ずい)の殿内少監 (でんないしょうかん)たるや、宇 (う)文 (ぶん)士 (し)及 (きゅう)、（三五）尚 (しょう)輦 (れん)奉 (ほう)御 (ぎょ)たり。上 (じょう)、之 (これ)と善 (よ)し。士及 (しきゅう)、化及 (かきゅう)に從 (したが)つて黎 (れい)
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陽 (よう)に至 (いた)る。上 (じょう)、手 (しゅ)詔 (しょう)して之 (これ)を召 (め)す。士及 (しきゅう)、潜 (ひそか)に家 (か)僮 (どう)を遣 (つか)わし、間 (かん)道 (どう)より長安 (ちょうあん)に詣 (いた)らしめ、又 (また)、使者 (ししゃ)に因 (よ)りて（三六）金環 (きんかん)を獻 (けん)ず。化及 (かきゅう)、魏縣 (ぎけん)に至 (いた)り、兵勢 (へいせい)日々 (ひび)に蹙 (ちぢ)まる。士及 (しきゅう)、之 (これ)に勸 (すす)めて唐 (とう)に歸 (き)せしむ。化及 (かきゅう)、從 (したが)わず。内史令 (ないしれい)封徳彝 (ほうとくい)、士及 (しきゅう)に説 (と)き、濟北 (せいほく)に於 (おい)て、軍糧 (ぐんりょう)を徴督 (ちょうとく)し、以 (もつ)て其 (そ)の變 (へん)を觀 (み)しむ。化及 (かきゅう)、帝 (てい)と稱 (しょう)し、士及 (しきゅう)を立 (た)てて蜀 (しょく)王 (おう)と爲 (な)す。化及 (かきゅう)・死 (し)するや、士及 (しきゅう)、徳彝 (とくい)と、濟北 (せいほく)より來 (きた)り降 (くだ)る。時 (とき)に士及 (しきゅう)の妹 (いもうと)、昭儀 (しょうぎ)たり。是 (これ)に由 (よ)りて、上 (じょう)儀 (ぎ)同 (どう)を授 (さず)く。上 (じょう)、封徳彝 (ほうとくい)が隋 (ずい)室 (しつ)の舊臣 (きゅうしん)なるに諂巧不忠 (てんこうふちゅう)なるを以 (もつ)て、深 (ふか)く之 (これ)を誚 (しょう)責 (せき)し、罷 (は)遣 (けん)して舎 (しゃ)に就 (つ)かしむ。徳彝 (とくい)、秘 (ひ)策 (さく)を以 (もつ)て上 (じょう)を干 (おか)す。上 (じょう)悦 (よろこ)び、尋 (つ)ぎて内史舎人 (ないししゃじん)に拝 (はい)し、俄 (にわか)に侍郎 (じろう)に遷 (うつ)す。
　甲寅 (こういん)、隋 (ずい)の（三七）夷陵郡丞 (いりょうぐんじょう)（三八）安陸 (あんりく)の許紹 (きょしょう)、（三九）黔安 (けんあん)・（四十）武陵 (ぶりょう)・（四一）澧陽 (れいよう)等 (ら)の諸 (しょ)郡 (ぐん)を帥 (ひき)ゐ (い)て來 (きた)り降 (くだ)る。紹 (しょう)、幼 (よう)にして帝 (てい)と同 (おな)じく學 (まな)ぶ。詔 (みことのり)して、紹 (しょう)を以 (もつ)て峡州 (きょうしゅう)の刺史 (しし)と爲 (な)し、爵 (しゃく)安陸 (あんりく)公 (こう)を賜 (たま)う。
　丙辰 (へいしん)、徐世勣 (じょせいせき)を以 (もつ)て（四二）黎州總管 (れいしゅうそうかん)と爲 (な)す。
　丁 (てい)巳 (し)、驃騎 (ひょうき)將軍 (しょうぐん)張孝珉 (ちょうこうびん)、勁卒 (けいそつ)百人 (にん)を以 (い)て、王世充 (おうせいじゅう)を（四三）汜 (し)水 (すい)城 (じょう)に襲 (おそ)い、其 (その)郛 (ふ)に入 (い)り、米船 (べいせん)百五十艘 (そう)を沈 (しず)む。
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　己未 (きび)、世充 (せいじゅう)、穀州 (こくしゅう)に寇 (あた)す。世充 (せいじゅう)、秦叔寶 (しんしゅくほう)を以 (もつ)て龍驤大將軍 (りゅうじょうたいしょうぐん)と爲 (な)し、程知節 (ていちせつ)を將軍 (しょうぐん)と爲 (な)し、之 (これ)を待 (ま)つこと皆 (みな)厚 (あつ)し。然 (しか)れども二人 (にん)、世充 (せいじゅう)が詐 (いつわり)多 (おお)きを疾 (にく)む。知節 (ちせつ)、叔寶 (しゅくほう)に謂 (い)つて曰 (い)わく、『王公 (おうこう)は、器 (き)度 (ど)淺 (せん)狹 (きょう)にして、妄 (もう)語 (ご)多 (おお)く、好 (この)みて呪 (じゅ)誓 (せい)を爲 (な)す。此 (こ)れ乃 (すなわ)ち老 (ろう)巫 (ふ)嫗 (う)なるのみ。豈 (あ)に撥 (はつ)乱 (らん)の主 (しゅ)ならんや』と世充 (せいじゅう)、唐 (とう)の兵 (へい)と（四四）九曲 (きゅうきょく)に戦 (たたか)う。叔寶 (しゅくほう)・知節 (ちせつ)、皆 (みな)、兵 (へい)を將 (ひき)ゐ (い)て陳 (じん)に在 (あ)り、其 (その)徒 (と)數 (すう)十騎 (き)と、西 (にし)に馳 (は)すること百許 (きょ)歩 (ほ)、馬 (うま)を下 (くだ)りて世充 (せいじゅう)を拝 (はい)して曰 (い)わく、『僕 (ぼく)、公 (こう)の殊禮 (しゅれい)を荷 (にな)い、深 (ふか)く報效 (ほうこう)を思 (おも)う。公 (こう)、性 (せい)猜忌 (さいき)にして、喜 (よろこ)びて讒 (ざん)言 (げん)を信 (しん)ず。僕 (ぼく)が身 (み)を託 (たく)するの所 (ところ)に非 (あら)ず。今 (いま)、仰 (おお)ぎ事 (つか)うる能 (あた)わず。請 (こ)う此 (これ)より辭 (じ)せん』と。遂 (つい)に馬 (うま)を躍 (おど)らして來 (きた)り降 (くだ)る。世充 (せいじゅう)、敢 (あえ)て逼 (せま)らず。上 (じょう)、秦王世民 (しんおうせいみん)に事 (つか)えしむ。世民 (せいみん)、素 (もと)より其 (その)名 (な)を聞 (き)き、厚 (あつ)く之 (これ)を禮 (れい)す。叔寶 (しゅくほう)を以 (もつ)て馬軍總管 (ばぐんそうかん)と爲 (な)し、知節 (ちせつ)を左 (さ)三統軍 (とうぐん)と爲 (な)す。時 (とき)に世充 (せいじゅう)の驍將 (ぎょうしょう)、又 (また)、驃騎 (ひょうき)（四五）武 (ぶ)安 (あん)の李君羨 (りくんせん)・征南 (せいなん)將軍 (しょうぐん)（四六）臨邑 (りんゆう)の田留安 (でんりゅうあん)有 (あ)り、亦 (また)、世充 (せいじゅう)の人 (ひと)と爲 (な)りを惡 (にく)み、衆 (しゅう)を帥 (ひき)ゐ (い)て來 (きた)り降 (くだ)る。世民 (せいみん)、君羨 (くんせん)を引 (ひ)きて左 (さ)右 (ゆう)に置 (お)き、留安 (りゅうあん)を以 (もつ)て右 (ゆう)四統軍 (とうぐん)と爲 (な)す。
　王世充 (おうせいじゅう)、李育德 (りいくとく)の兄 (あに)厚德 (こうとく)を（四七）獲 (かく)嘉 (か)に囚 (とら)う。厚德 (こうとく)、其 (その)守將 (しゅしょう)趙君潁 (ちょうくんえい)と與 (とも)に、殷州 (いんしゅう)の刺史 (しし)段大師 (だんたいし)を遂 (お)い、城 (しろ)を以 (もつ)て來 (きた)り降 (くだ)る。厚德 (こうとく)を以 (もつ)て（四八）殷州 (いんしゅう)の刺史 (しし)と爲 (な)す。
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　竇建德 (とうけんとく)、邢州 (けいしゅう)を陷 (おとしい)れ、總管 (そうかん)陳君賓 (ちんくんひん)を執 (とら)う。
　上 (じょう)、殿内監 (でんないかん)竇誕 (とうたん)・右衞 (ゆうえい)將軍 (しょうぐん)宇 (う)文 (ぶん)歆 (きん)を遣 (つか)わし、幷州 (へいしゅう)總管 (そうかん)齊王 (せいおう)元吉 (げんきつ)を助 (たす)けて、晉陽 (しんよう)を守 (まも)らしむ、誕 (たん)は（四九）抗 (こう)の子 (こ)なり。帝 (てい)の女 (じょ)襄 (じょう)陽 (よう)公 (こう)主 (しゅ)に尚 (しょう)す。元吉 (げんきつ)、性 (せい)驕 (きょう)侈 (し)にして、奴 (ど)客 (かく)婢 (ひ)妾 (しょう)數 (すう)百人 (にん)、好 (この)みて之 (これ)をして甲 (こう)を被 (こうむ)り、戲 (たわむれ)に攻 (こう)戦 (せん)を爲 (な)さしむ。前 (ぜん)後 (ご)死 (し)傷 (しょう)甚 (はなは)だ衆 (おお)し。元吉 (げんきつ)も亦 (また)嘗 (かつ)て傷 (きず)を被 (こうむ)る。其 (その)乳母 (にゅうぼ)陳善意 (ちんぜんい)・苦 (く)諌 (かん)す。元吉 (げんきつ)醉 (よ)うて怒 (いか)り、壯士 (そうし)に命 (めい)じて之 (これ)を歐殺 (おうさつ)せしむ。性 (せい)、田獵 (でんりょう)を好 (この)み、罔 (もう)罟 (こ)三十車 (しゃ)を載 (の)せ、嘗 (かつ)て言 (い)う『吾 (われ)、寧 (むし)ろ三日 (みっか)食 (くら)わずとも、一日 (にち)獵 (かり)せざる能 (あた)わず』と。常 (つね)に誕 (たん)と遊獵 (ゆうりょう)し、人 (ひと)の禾稼 (かか)を蹂踐 (じゅうせん)す。又 (また)、左 (さ)右 (ゆう)を縱 (はな)ちて民物 (みんぶつ)を奪 (うば)う。衢 (く)に當 (あた)りて人 (ひと)を射 (い)、其 (そ)の箭 (や)を避 (さ)くるを觀 (み)る。夜 (よる)、府 (ふ)門 (もん)を開 (ひら)き、他 (た)室 (しつ)に宣 (せん)淫 (いん)す。百姓 (せい)憤怨 (ふんえん)す。歆 (きん)屢々 (しばしば)諫 (いさ)むれども納 (い)れず。乃 (すなわ)ち表 (ひょう)して其 (その)狀 (じょう)を言 (い)う。壬戌 (じんじゅつ)、元吉 (げんきつ)、坐 (ざ)して官 (かん)を免 (めん)ぜらる。
　癸亥 (きがい)、（五〇）陟州 (ちょくしゅう)の刺史 (しし)李育德 (りいくとく)、王世充 (おうせいじゅう)の河内 (かだい)の保聚 (ほしゅ)三十一所 (しょ)を攻 (せ)め下 (くだ)す。乙丑 (いつちゅう)、世充 (せいじゅう)、其 (その)兄 (あに)の子 (こ)君廓 (くんかく)を遣 (つか)わし、陟州 (ちょくしゅう)を侵 (おか)さしむ。李育德 (りいくとく)、撃 (う)ちて之 (これ)を走 (はし)らす。斬首 (ざんしゅ)千餘 (よ)級 (きゅう)。（五一）李 (り)厚德 (こうとく)、歸 (かえ)りて親 (おや)の疾 (やまい)を省 (せい)し、李育德 (りいくとく)をして獲 (かく)嘉 (か)を守 (まも)らしむ。世充 (せいじゅう)、兵 (へい)を併 (あわ)せて之 (これ)を攻 (せ)む。丁卯 (ていぼう)、城 (しろ)陷 (おちい)る。育德 (いくとく)及 (およ)び弟 (おとうと)三人 (にん)皆 (みな)戦 (せん)死 (し)す。
　己巳 (きし)、李 (り)公逸 (こういつ)、（五二）雍丘 (ようきゅう)を以 (もつ)て來 (きた)り降 (くだ)る。杞 (き)州 (しゅう)總管 (そうかん)に拝 (はい)し、其 (その)族 (ぞく)弟 (てい)善行 (ぜんこう)を以 (もつ)て杞州 (きしゅう)の刺史 (しし)と爲 (な)す。
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　隋 (ずい)の吏 (り)部 (ぶ)侍 (じ)郎 (ろう)楊恭仁 (ようきょうじん)、宇文化及 (うぶんかきゅう)に從 (したが)つて河北 (かほく)に至 (いた)る。化及 (かきゅう)敗 (やぶ)るるや、魏州總管 (ぎしゅうそうかん)元寶臧 (げんほうぞう)、之 (これ)を獲 (え)、己巳 (きし)、長安 (ちょうあん)に送 (おく)る。上 (じょう)、之 (これ)と舊 (きゅう)有 (あ)り。黄 (こう)門 (もん)侍郎 (じろう)に拝 (はい)す。尋 (つ)ぎて以 (もつ)て涼州 (りょうしゅう)總管 (そうかん)と爲 (な)す。恭仁 (きょうじん)、素 (もと)より邊 (へん)事 (じ)に習 (なら)い、羌 (きょう)胡 (こ)の情 (じょう)僞 (ぎ)を曉 (さと)る。民 (みん)夷 (い)・悦 (えつ)服 (ぷく)す。葱 (そう)嶺 (れい)より巳 (い)東 (とう)、竝 (ならび)に入 (い)りて朝貢 (ちょうこう)す。
　突厥 (とっけつ)の始畢 (しひつ)可汗 (かかん)、其 (その)衆 (しゅう)を將 (ひき)ゐ (い)て、河 (か)を度 (わた)り、（五三）夏州 (かしゅう)に至 (いた)る。梁師都 (りょうしと)、兵 (へい)を發 (はつ)して之 (これ)に會 (かい)す。五百騎 (き)を以 (もつ)て劉武周 (りゅうぶしゅう)に授 (さず)け、句注 (こうちゅう)より入 (い)りて太原 (たいげん)に寇 (あた)せしめんと欲 (ほっ)す。會々 (たまたま)始畢 (しひつ)・卒 (しゅつ)す。子 (こ)什鉢苾 (じゅうはつひつ)、幼 (よう)にして未 (いま)だ立 (た)つ可 (べ)からず。其 (その)弟 (おとうと)俟 (き)利 (り)弗 (ふつ)設 (せつ)を立 (た)つ、處羅 (しょら)可汗 (かかん)と爲 (な)す。處羅 (しょら)、什鉢苾 (じゅうはつひつ)を以 (もつ)て尼 (ぢ)歩 (ほ)設 (せつ)と爲 (な)し、東 (とう)偏 (へん)に居 (お)らしむ。幽州 (ゆうしゅう)の北 (きた)に直 (あた)る。是 (これ)より先 (さき)、上 (じょう)、右武候 (ゆうぶこう)將軍 (しょうぐん)高靜 (こうせい)を遣 (つか)わし、幣 (へい)を奉 (ほう)じて突厥 (とっけつ)に使 (つかい)せしむ。（五四）豊州 (ほうしゅう)に至 (いた)る。始畢 (しひつ)卒 (しゅつ)するを聞 (き)き、勅 (ちょく)して所 (しょ)在 (ざい)の庫 (こ)に納 (い)れしむ。突厥 (とっけつ)、之 (これ)を聞 (き)きて怒 (いか)り、入寇 (にゅうこう)せんと欲 (ほっ)す。豊州 (ほうしゅう)總管 (そうかん)張長遜 (ちょうちょうそん)、高靜 (こうせい)を遣 (つか)わし、幣 (へい)を以 (もつ)て塞 (さい)を出 (い)で、朝廷 (ちょうてい)の爲 (た)めに（五五）賻 (ふ)を致 (いた)す。突厥 (とっけつ)乃 (すなわ)ち還 (かえ)る。
　三月 (がつ)、庚午 (こうご)、梁師都 (りょうしと)、靈州 (れいしゅう)に寇 (あた)す。長史 (ちょうし)楊則 (ようそく)、撃 (う)ちて之 (これ)を走 (はし)らす。
　壬申 (じんしん)、王世充 (おうせいじゅう)、穀州 (こくしゅう)に寇 (あた)す。刺史 (しし)史萬寶 (しまんぽう)、戦 (たたか)いて利 (り)あらず。
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　庚辰 (こうしん)、隋 (ずい)の（五七）北海 (ほくかい)の通守 (つうしゅ)鄭 (てい)虔府 (けんふ)・（五八）文 (ぶん)登 (とう)の令方 (れいほう)惠整 (けいせい)及 (およ)び（五九）東海 (とうかい)・（六〇）齊 (せい)郡 (ぐん)・（六一）東平 (とうへい)・（六二）任 (じん)城 (じょう)・平 (へい)陸 (りく)（六三）壽 (じゅ)張 (ちょう)・（六四）須 (しゅ)昌 (しょう)の賊帥 (ぞくすい)王薄 (おうはく)等 (ら)、竝 (ならび)に其 (その)地 (ち)を以 (もつ)て來 (きた)り降 (くだ)る。
　王世充 (おうせいじゅう)が新安 (しんあん)に寇 (あた)するや、外 (そと)は攻取 (こうしゅ)を示 (しめ)し、實 (じつ)は文 (ぶん)武 (ぶ)の己 (おのれ)に附 (つ)く者 (もの)を召 (め)し、禪 (ゆずり)を受 (う)けんと議 (ぎ)す。李 (り)世英 (せいえい)深 (ふか)く以 (もつ)て不可 (ふか)と爲 (な)して曰 (い)わく、『四方 (ほう)、奔 (はん)馳 (ち)して東都 (とうと)に歸 (き)附 (ふ)する所 (ゆ)以 (えん)は、公 (こう)が能 (よ)く隋 (ずい)室 (しつ)を中興 (ちゅうこう)するを以 (もつ)ての故 (ゆえ)なり。今 (いま)、九州 (きゅうしゅう)の地 (ち)、未 (いま)だ其 (その)一をも淸 (きよ)めざるに、遽 (にわか)に位 (い)號 (ごう)を正 (ただ)さば、恐 (おそ)らくは遠人 (えんじん)、皆 (みな)、叛去 (はんきょ)を思 (おも)わん』と、世充 (せいじゅう)曰 (い)わく『公 (こう)の言 (げん)・是 (ぜ)なり』と。長史 (ちょうし)韋 (い)節 (せつ)・楊續 (ようぞく)等 (ら)曰 (い)わく、『隋 (ずい)氏 (し)の數 (すう)窮 (きわ)まること、理 (り)に在 (あ)りて昭 (しょう)然 (ぜん)たり。夫 (そ)れ非 (ひ)常 (じょう)の事 (こと)は、固 (もと)より常人 (じょうじん)と之 (これ)を議 (ぎ)す可 (べ)からず』と。太史令 (たいしれい)樂德融 (がくとくゆう)曰 (い)わく、『昔 (せき)歳 (さい)（六五）長星 (ちょうせい)出 (い)ず。乃 (すなわ)ち舊 (きゅう)を除 (のぞ)き新 (しん)を布 (し)くの徴 (ちょう)なり。今 (いま)、歳 (さい)星 (せい)、（六六）角亢 (かくこう)に在 (あ)り。亢 (こう)は鄭 (てい)の分 (ぶん)野 (や)なり。若 (も)し亟 (すみや)かに天道 (てんどう)に順 (したが)わずんば、恐 (おそ)らくは王 (おう)氣 (き)衰 (すい)息 (そく)せん』と。世充 (せいじゅう)、之 (これ)に從 (したが)う。外 (がい)兵 (へい)曹 (そう)參 (さん)軍 (ぐん)戴冑 (たいちゅう)、世充 (せいじゅう)に言 (い)つて曰 (い)わく、『君臣 (くんしん)は猶 (な)お父子 (ふし)のごときなり。休戚 (きゅうせき)、之 (これ)を同 (おな)じくす。明公 (めいこう)、忠 (ちゅう)を竭 (つく)し國 (くに)に狥 (じゅん)するに若 (し)くは莫 (な)し。則 (すなわ)ち家 (か)國 (こく)倶 (とも)に安 (やす)からん』と。世充 (せいじゅう)、詭辭 (きじ)して『善 (よ)し』と稱 (しょう)して之 (これ)を遣 (つか)る。世 (せい)
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充 (じゅう)、九錫 (きゅうせき)を受 (う)けんと議 (ぎ)す。冑 (ちゅう)復 (ま)た固 (かた)く諫 (いさ)む。世充 (せいじゅう)怒 (いか)り、出 (いだ)して鄭 (てい)州 (しゅう)の長史 (ちょうし)と爲 (な)し、兄 (あに)の子 (こ)行本 (こうほん)と與 (とも)に虎牢 (ころう)に鎭 (ちん)せしむ。乃 (すなわ)ち段達 (だんたつ)等 (ら)をして皇泰主 (こうたいしゅ)に言 (い)い、世充 (せいじゅう)に九錫 (きゅうせき)を加 (くわ)えんことを請 (こ)わしむ。皇泰主 (こうたいしゅ)曰 (い)わく、『鄭 (てい)公 (こう)、（六八）近 (ちか)く李密 (りみつ)を平 (たいら)げ、已 (すで)に太尉 (たいい)に拝 (はい)せり。是 (ここ)より以 (い)來 (らい)、未 (いま)だ殊 (しゅ)績 (せき)有 (あ)らず。天下 (てんか)稍 (やや)平 (たいら)ぐを俟 (ま)ち、之 (これ)を議 (ぎ)すとも未 (いま)だ晩 (おそ)からじ』と。段達 (だんたつ)曰 (い)わく、『太尉 (たいい)、之 (これ)を欲 (ほっ)す』と。皇泰主 (こうたいしゅ)、達 (たつ)を熟視 (じゅくし)して曰 (い)わく、『公 (こう)に任 (まか)せん』と。辛巳 (しんし)、達 (たつ)等 (ら)、皇泰主 (こうたいしゅ)の詔 (みことのり)を以 (もつ)て、世充 (せいじゅう)に命 (めい)じて相國 (しょうこく)と爲 (な)し、黄鉞 (こうえつ)を假 (か)し、百揆 (き)を總 (す)べしめ、爵 (しゃく)を鄭 (てい)王 (おう)に進 (すす)め、九錫 (きゅうせき)を加 (くわ)う。鄭 (てい)國 (こく)、丞相 (じょうしょう)以 (い)下 (か)の官 (かん)を置 (お)く。
　初 (はじ)め宇文化及 (うぶんかきゅう)、隋 (ずい)の大理卿 (たいりけい)鄭 (てい)善果 (ぜんか)を以 (もつ)て民部尚書 (みんぶしょうしょ)を爲 (な)す。從 (したが)つて聊城 (りょうじょう)に至 (いた)り、化及 (かきゅう)の爲 (た)めに戦 (たたかい)を督 (とく)し、流 (りゅう)矢 (し)に中 (あた)る。竇建德 (とうけんとく)、聊城 (りょうじょう)に克 (か)つや、王琮 (おうそう)、善果 (ぜんか)を獲 (え)たり。之 (これ)を責 (せ)めて曰 (い)わく、（六九）『公 (こう)は名臣 (めいしん)の家 (いえ)にして、隋 (ずい)室 (しつ)の大臣 (だいじん)なり。奈何 (いかん)ぞ君 (きみ)を弑 (しい)するの賊 (ぞく)の爲 (た)めに、命 (めい)を効 (いた)して苦 (く)戦 (せん)し、傷 (しょう)痍 (い)此 (これ)に至 (いた)るか』と善果 (ぜんか)、大 (おおい)に慙 (は)じ、自 (じ)殺 (さつ)せんと欲 (ほっ)す。宋正本 (そうせいほん)、馳 (は)せ往 (ゆ)きて之 (これ)を救 (きゅう)止 (し)す。建德 (けんとく)、復 (ま)た・禮 (れい)を爲 (な)さず。乃 (すなわ)ち相州 (しょうしゅう)に奔 (はし)る。淮安王 (わいあんおう)神通 (しんつう)、之 (これ)を長安 (ちょうあん)に送 (おく)る。庚午 (こうご)、善果 (ぜんか)至 (いた)る。上 (じょう)、之 (これ)を優禮 (ゆうれい)し、左庶子 (さしょし)に拝 (はい)し、内史侍郎 (ないしじろう)を檢 (けん)校 (こう)せしむ。
　齊王 (せいおう)元吉 (げんきつ)、幷州 (へいしゅう)の父 (ふ)老 (ろう)に諷 (ふう)し、闕 (けつ)に詣 (いた)りて己 (おのれ)を留 (とど)めしむ。甲申 (こうしん)、復 (ま)た元吉 (げんきつ)を以 (もつ)て幷州 (へいしゅう)總管 (そうかん)と爲 (な)す。
　戊子 (ぼし)、淮南 (わいなん)の五州 (しゅう)、皆 (みな)、使 (つかい)を遣 (つか)わして來 (きた)り降 (くだ)る。










P87
辛卯 (しんぼう)、劉武周 (りゅうぶしゅう)、幷州 (へいしゅう)に寇 (あた)す。
　壬辰 (じんしん)、營州 (えいしゅう)總管 (そうかん)鄧暠 (とうこう)、高開道 (こうかいどう)を撃 (う)ち、之 (これ)を敗 (やぶ)る。
　甲午 (こうご)、王世充 (おうせいじゅう)、其 (その)將 (しょう)高毘 (こうひ)を遣 (つか)わし、（七〇）義州 (ぎしゅう)に寇 (あた)す。
　東都 (とうと)の道士 (どうし)桓法嗣 (かんほうし)、孔子閉房記 (こうしへいぼうき)を王世充 (おうせいじゅう)に獻 (けん)じ、『相國 (しょうこく)當 (まさ)に隋 (ずい)に代 (かわ)りて天子 (てんし)と爲 (な)るべし』と言 (い)う。世充 (せいじゅう)、大 (おおい)に悦 (よろこ)び、法嗣 (ほうし)を以 (もつ)て諫議大夫 (かんぎたいふ)と爲 (な)す。世充 (せいじゅう)、又 (また)、雑 (ざつ)鳥 (ちょう)を羅 (ら)取 (しゅ)し、帛 (はく)に書 (しょ)して頸 (くび)に繋 (つな)ぎ、自 (みずか)ら符 (ふ)命 (めい)を言 (い)いて之 (これ)を縱 (はな)つ。鳥 (とり)を得 (え)て來 (きた)り獻 (けん)ずる者 (もの)有 (あ)れば、亦 (また)、官爵 (かんしゃく)に拝 (はい)す。是 (ここ)に於 (おい)て段達 (だんたつ)、皇泰主 (こうたいしゅ)の命 (めい)を以 (もつ)て、世充 (せいじゅう)に殊禮 (しゅれい)を加 (くわ)う。世充 (せいじゅう)、表 (ひょう)を奉 (たてまつ)りて三 (み)たび讓 (ゆず)る。百官 (かん)勸進 (かんしん)し、位 (くらい)を都 (と)堂 (どう)に設 (もう)く。納 (のう)言 (げん)蘇威 (そい)、年 (とし)老 (お)い、朝謁 (ちょうえつ)するに任 (た)えず。世充 (せいじゅう)、威 (い)が隋 (ずい)氏 (し)の重臣 (じゅうしん)なるを以 (もつ)て、以 (もつ)て士 (し)民 (みん)に眩 (げん)耀 (よう)せんと欲 (ほっ)し、勸進 (かんしん)する毎 (ごと)に、必 (かなら)ず威 (い)の名 (な)を冠 (かん)す。殊禮 (しゅれい)を受 (う)くるの日 (ひ)に及 (およ)び、威 (い)を扶 (たす)けて百官 (かん)の上 (うえ)に置 (お)き、然 (しか)る後 (のち)南 (なん)面 (めん)正 (せい)坐 (ざ)して之 (これ)を受 (う)く。
　夏 (なつ)四月 (がつ)、劉武周 (りゅうぶしゅう)、突厥 (とっけつ)の衆 (しゅう)を引 (ひ)き、（七一）黄蛇嶺 (こうだれい)に軍 (ぐん)す。兵 (へい)鋒 (ほう)甚 (はなは)だ盛 (さかん)なり。齊王 (せいおう)元吉 (げんきつ)、車騎將軍 (しゃきしょうぐん)張達 (ちょうたつ)をして歩 (ほ)卒 (そつ)百人 (にん)を以 (い)て寇 (あた)を嘗 (こころ)みしむ。達 (たつ)・辭 (じ)するに兵 (へい)少 (すくな)く・往 (ゆ)く可 (べ)からざるを以 (もつ)てす。元吉 (げんきつ)強 (し)いて之 (これ)を遣 (や)る。至 (いた)れば則 (すなわ)ち倶 (とも)に没 (ぼつ)す。達 (たつ)・忿恨 (ふんこん)す。庚子 (こうし)、武周 (ぶしゅう)を引 (ひ)きて（七二）楡 (ゆ)次 (じ)を襲 (おそ)い、之 (これ)を陷 (おとしい)る。
　散騎常侍 (さんきじょうじ)段確 (だんかく)、性 (せい)、酒 (さけ)を嗜 (たしな)む。詔 (みことのり)を奉 (ほう)じて朱粲 (しゅさん)を菊潭 (きくたん)に慰 (い)勞 (ろう)す。辛丑 (しんちゅう)、醉 (よい)に乗 (じょう)じて粲 (さん)を侮 (あなど)りて曰 (い)
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わく、『聞 (き)く、卿 (けい)好 (この)みて人 (ひと)を噉 (くら)うと。人 (ひと)、何 (なん)の味 (あじわい)を作 (な)す』と。粲 (さん)曰 (い)わく、『醉人 (すいじん)を噉 (くら)えば、正 (まさ)に糟藏 (そうぞう)の彘 (てい)肉 (にく)の如 (ごと)し』と。確 (かく)怒 (いか)り罵 (ののし)りて曰 (い)わく、『狂賊 (きょうぞく)、入朝 (にゅうちょう)すれば、一の頭 (とう)奴 (ど)たるのみ。復 (ま)た人 (ひと)を噉 (くら)うを得 (え)んや』と。粲 (さん)、坐 (ざ)に於 (おい)て確 (かく)及 (およ)び從者 (じゅうしゃ)數 (すう)十人 (にん)を收 (おさ)え、悉 (ことごと)く之 (これ)を烹 (に)、以 (もつ)て左 (さ)右 (ゆう)に噉 (くら)わす。遂 (つい)に菊潭 (きくたん)を屠 (ほふ)り、王世充 (おうせいじゅう)に奔 (はし)る。世充 (せいじゅう)、以 (もつ)て龍驤 (りょうじょう)大 (たい)將軍 (しょうぐん)と爲 (な)す。
　王世充 (おうせいじゅう)、長史 (ちょうし)韋節 (いせつ)・楊續 (ようぞく)等 (ら)及 (およ)び太常博士 (たいじょうはかせ)（七三）衡水 (こうすい)の孔潁達 (くようたつ)をして、禪代 (ぜんだい)の儀 (ぎ)を造 (つく)らしめ、段達 (だんたつ)・雲定興 (うんていこう)等 (ら)十餘人 (よにん)を遣 (つか)わし、入 (い)りて皇泰主 (こうたいしゅ)に奏 (そう)して曰 (い)わしむ、『天命 (てんめい)、常 (つね)ならず、鄭 (てい)王 (おう)の功 (こう)徳 (とく)甚 (はなは)だ盛 (さかん)なり。願 (ねが)わくわ陛下 (へいか)、唐 (とう)虞 (ぐ)の迹 (あと)に遵 (したが)え』と。皇泰主 (こうたいしゅ)、膝 (ひざ)を斂 (おさ)め按 (あん)に據 (よ)りて怒 (いか)りて曰 (い)わく、『天下 (てんか)は高祖 (こうそ)の天下 (てんか)なり。若 (も)し隋 (ずい)祚 (そ)未 (いま)だ亡 (ほろ)びずんば、此 (この)言 (げん)、應 (まさ)に輒 (すなわ)ち發 (はつ)すべからず。必 (かなら)ず天命 (てんめい)已 (すで)に改 (あらた)まらば、何 (なん)ぞ禪 (ぜん)譲 (じょう)を煩 (わずら)わさん。公 (こう)等 (ら)は或 (あるい)は祖 (そ)禰 (でい)の舊臣 (きゅうしん)、或 (あるい)は台 (たい)鼎 (てい)高 (こう)位 (い)にして、既 (すで)に斯 (この)言 (げん)有 (あ)り。朕 (ちん)復 (ま)た何 (なに)をか望 (のぞ)まん』と。顔色 (がんしょく)（七四）凛冽 (りんれつ)なり。在 (ざい)廷 (てい)の者 (もの)皆 (みな)汗 (あせ)を流 (なが)す。朝 (ちょう)を退 (しりぞ)き、泣 (な)きて太后 (たいこう)に對 (たい)す。世充 (せいじゅう)更 (さら)に人 (ひと)をして之 (これ)に謂 (い)つて曰 (い)わしむ、『今 (いま)、海内 (かいだい)未 (いま)だ寧 (やす)からず、須 (すべから)く長 (ちょう)君 (くん)を立 (た)つべし。四方 (ほう)の安集 (あんしゅう)するを俟 (ま)ち、當 (まさ)に子 (し)明 (めい)辟 (へき)に復 (ふく)すること、必 (かなら)ず（七五）前誓 (ぜんせい)の如 (ごと)くすべし』と。癸卯 (きぼう)、世充 (せいじゅう)、皇泰主 (こうたいしゅ)の命 (めい)と稱 (しょう)し、位 (くらい)を鄭 (てい)に禪 (ゆず)る。其 (その)兄 (あに)世惲 (せいうん)を遣 (つか)わし、皇泰主 (こうたいしゅ)を含 (がん)涼 (りょう)殿 (でん)に幽 (ゆう)せしむ。三表 (ひょう)の陳讓 (ちんじょう)及 (およ)び敕 (ちょく)書 (しょ)の敦勸 (とんかん)有 (あ)りと雖 (いえど)も、皇泰主 (こうたいしゅ)、皆 (みな)、知 (し)らざるなり。諸 (しょ)將 (しょう)を遣 (つか)わし、兵 (へい)を引 (ひ)きて入 (い)りて宮城 (きゅうじょう)を淸 (きよ)めしむ。又 (また)、術 (じゅつ)
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人 (じん)を遣 (つか)わし、桃 (とう)湯 (とう)葦 (い)火 (か)を以 (もつ)て禁省 (きんしょう)を祓 (ふつ)除 (じょ)せしむ。
　隋 (ずい)の將帥 (しょうすい)・郡縣 (ぐんけん)及 (およ)び賊帥 (ぞくすい)、前 (ぜん)後 (ご)繼 (つ)ぎて・降 (くだ)る者 (もの)有 (あ)り。詔 (みことのり)して、王薄 (おうはく)を以 (もつ)て（七六）齊州 (せいしゅう)總管 (そうかん)と爲 (な)し、伏德 (ふくとく)を（七七）濟州 (せいしゅう)總管 (そうかん)と爲 (な)し、鄭 (てい)虔府 (けんふ)を靑州 (せいしゅう)總管 (そうかん)と爲 (な)し、綦公順 (きこうじゅん)を（七八）淮州 (わいしゅう)總管 (そうかん)と爲 (な)し、王孝師 (おうこうし)を（七九）滄州 (そうしゅう)總管 (そうかん)と爲 (な)す。
　甲辰 (こうしん)、大理卿 (たいりけい)（八〇）新樂 (しんらく)の郎 (ろう)楚 (そ)之 (し)を遣 (つか)わし、山東 (さんとう)を安撫 (あんぶ)せしめ、秘書監 (ひしょかん)夏候端 (かこうたん)をして淮 (わい)左 (さ)を安撫 (あんぶ)せしむ。
　乙巳 (いつし)、王世充 (おうせいじゅう)、法 (ほう)駕 (が)を備 (そな)えて宮 (きゅう)に入 (い)り、皇帝 (こうてい)の位 (くらい)に卽 (つ)く。丙午 (へいご)、大赦 (たいしゃ)し、開明 (かいめい)と改元 (かいげん)す。
　丁未 (ていび)、隋 (ずい)の禦衞 (ぎょえい)將軍 (しょうぐん)陳稜 (ちんりょう)、江都 (こうと)を以 (もつ)て來 (きた)り降 (くだ)る。稜 (りょう)を以 (もつ)て（八一）揚州 (ようしゅう)總管 (そうかん)と爲 (な)す。
　戊申 (ぼしん)、王世充 (おうせいじゅう)、子 (こ)玄 (げん)應 (おう)を立 (た)てて太子 (たいし)と爲 (な)し、玄恕 (げんじょ)を漢王 (かんおう)と爲 (な)し、餘 (よ)の兄弟宗族 (けいていそうぞく)十九人 (にん)、皆 (みな)王 (おう)と爲 (な)す。皇泰主 (こうたいしゅ)を奉 (ほう)じて潞 (ろ)國 (こく)公 (こう)と爲 (な)す。蘇威 (そい)を以 (もつ)て太 (たい)師 (し)と爲 (な)し、段達 (だんたつ)を司 (し)徒 (と)と爲 (な)し、雲定興 (うんていこう)を太尉 (たいい)と爲 (な)し、張僅 (ちょうきん)を司 (し)空 (くう)と爲 (な)し、楊續 (ようぞく)を納 (のう)言 (げん)と爲 (な)し、韋節 (いせつ)を（八二）内 (ない)史 (し)と爲 (な)し、王陵 (おうりょう)を左僕射 (さぼくや)と爲 (な)し、韋霽 (いせい)を右僕射 (ゆうぼくや)と爲 (な)し、齊王 (せいおう)世惲 (せいうん)を尚書令 (しょうしょれい)と爲 (な)し、楊汪 (ようおう)を吏部 (りぶ)尚書 (しょうしょ)と爲 (な)し、杜淹 (とえん)を
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（八三）少 (しょう)吏部 (りぶ)と爲 (な)し、鄭 (てい)頲 (てい)を御史大夫 (ぎょしたいふ)と爲 (な)す。世惲 (せいうん)は世充 (せいじゅう)の兄 (あに)なり。又 (また)、（八四）國 (こく)子 (し)助 (じょ)敎 (きょう)呉 (ご)人 (ひと)陸德明 (りくとくめい)を以 (もつ)て漢王 (かんおう)の師 (し)と爲 (な)し、玄恕 (げんじょ)をして其 (その)家 (いえ)に就 (つ)きて（八五）束 (そく)修 (しゅう)の禮 (れい)を行 (おこな)わしむ。德明 (とくめい)、之 (これ)を恥 (は)じ、（八六）巴 (は)豆 (ず)散 (さん)を服 (ふく)し、臥 (ふ)して病 (やまい)と稱 (しょう)す。玄恕 (げんじょ)入 (い)りて牀 (しょう)下 (か)に跪 (ひざまず)く。之 (これ)に對 (たい)して遺利 (いり)し、（八七）竟 (つい)に・與 (とも)に語 (かた)らず。德明 (とくめい)、名 (な)は朗 (ろう)、字 (あざな)を以 (もつ)て行 (おこな)わる。世充 (せいじゅう)、闕下 (けつか)及 (およ)び玄武 (げんぶ)門 (もん)等 (とう)の數 (すう)處 (しょ)に於 (おい)て、皆 (みな)、榻 (とう)を設 (もう)け、坐 (ざ)するに常 (じょう)所 (しょ)無 (な)く、親 (した)しく章表 (しょうひょう)を受 (う)く。或 (あるい)は輕騎 (けいき)して衢 (く)市 (し)を歷 (へ)、亦 (また)、道 (みち)を淸 (きよ)めず、民 (たみ)但 (た)だ路 (みち)を避 (さ)くるのみ。世充 (せいじゅう)轡 (たづな)を按 (あん)じて徐行 (じょこう)し、之 (これ)に語 (かた)りて曰 (い)わく、『昔 (せき)時 (じ)、天 (てん)子 (し)、深 (ふか)く九重 (きゅうちょう)に居 (お)り、下 (しも)に在 (あ)るの事 (じ)情 (じょう)、聞徹 (ぶんてつ)するに由 (よし)無 (な)し。今 (いま)、世充 (せいじゅう)、天 (てん)位 (い)を貪 (むさぼ)るに非 (あら)ず、但 (た)だ時危 (じき)を救 (きゅう)恤 (じゅつ)せんと欲 (ほっ)するのみ。正 (まさ)に一州 (しゅう)の刺史 (しし)の如 (ごと)く、親 (みずか)ら庶 (しょ)務 (む)を覽 (み)、當 (まさ)に士 (し)庶 (しょ)と共 (とも)に朝政 (ちょうせい)を評 (ひょう)すべし。尚 (な)ほ恐 (おそ)る門 (もん)に禁限 (きんげん)有 (あ)るを。今 (いま)、門外 (もんがい)に於 (おい)て、坐 (ざ)を設 (もう)けて朝 (ちょう)を聽 (き)く。宜 (よろ)しく各々 (おのおの)情 (じょう)を盡 (つく)すべし』と。又 (また)、西朝堂 (せいちょうどう)をして冤 (えん)抑 (よく)を納 (い)れ、東朝堂 (とうちょうどう)をして直諫 (ちょくかん)を納 (い)れしむ。是 (ここ)に於 (おい)て、策 (さく)を獻 (けん)じ上書 (じょうしょ)する者 (もの)、日々 (ひび)に數 (すう)百有 (あ)り。（八八）條流 (じょうりゅう)既 (すで)に煩 (わずらわ)しく、省覽 (しょうらん)、遍 (あまね)くし難 (がた)し。數 (すう)日 (じつ)の後 (のち)、復 (ま)た更 (さら)に出 (い)でず。
　竇建德 (とうけんとく)、王世充 (おうせいじゅう)が自 (じ)立 (りつ)せるを聞 (き)き、乃 (すなわ)ち之 (これ)を絶 (た)ち、始 (はじ)めて天子 (てんし)の旌 (せい)旗 (き)を建 (た)て、出 (い)づるに警 (けい)し入 (い)るに
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蹕 (ひつ)し、書 (しょ)を下 (くだ)すに詔 (みことのり)と稱 (しょう)す。隋 (ずい)の煬帝 (ようだい)を追 (つい)諡 (し)して閔 (びん)帝 (てい)と爲 (な)す。齊王 (せいおう) (けん)が死 (し)するや、遺 (い)腹 (ふく)の子 (こ)政道 (せいどう)有 (あ)り。建德 (けんとく)、立 (た)てて以 (もつ)て鄖 (うん)公 (こう)と爲 (な)す。然 (しか)れども猶 (な)お突厥 (とっけつ)依倚 (いい)し、以 (もつ)て其 (その)兵勢 (へいせい)を壯 (さかん)にす。隋 (ずい)の義成 (ぎせい)公主 (こうしゅ)、使 (つかい)を遣 (つか)わし、蕭皇后 (しょうこうごう)及 (およ)び南陽 (なんよう)公主 (こうしゅ)を迎 (むか)う。建德 (けんとく)、千餘 (よ)騎 (き)を遣 (つか)わして之 (これ)を送 (おく)る。又 (また)、宇文化及 (うぶんかきゅう)の首 (くび)を傳 (つた)え、以 (もつ)て義成 (ぎせい)公主 (こうしゅ)に獻 (けん)ず。
　丙辰 (へいしん)、劉武周 (りゅうぶしゅう)、幷州 (へいしゅう)を圍 (かこ)む。齊王 (せいおう)元吉 (げんきつ)、拒 (ふせ)ぎて之 (これ)を却 (しりぞ)く。戊午 (ぼご)、太常卿 (たいじょうけい)李 (り)仲文 (ちゅうぶん)に詔 (みことのり)し、兵 (へい)を將 (ひき)ゐ (い)て幷州 (へいしゅう)を救 (すく)わしむ。
　王世充 (おうせいじゅう)の將軍 (しょうぐん)丘懷義 (きゅうかいぎ)、門下省内 (もんかしょうない)に居 (お)り、越王 (えつおう)君度 (くんど)・漢王 (かんおう)玄恕 (げんじょ)・將軍 (しょうぐん)郭士衡 (かくしこう)を召 (め)し、妓 (ぎ)妾 (しょう)を雑 (まじ)えて飮 (いん)博 (はく)す。侍御史 (じぎょし)張蘊古 (ちょううんこ)、之 (これ)を彈 (だん)ず。世充 (せいじゅう)大 (おおい)に怒 (いか)り、（九十）散手 (さんしゅ)して、君度 (くんど)・玄恕 (げんじょ)を執 (とら)えしめ、其 (その)耳 (みみ)を批 (う)つこと數 (すう)十。又 (また)、命 (めい)じて引 (ひ)きて（九一）東上閤 (とうじょうこう)に入 (い)れしめ、之 (これ)を杖 (う)つこと各々 (おのおの)數 (すう)十。懷義 (かいぎ)・士衡 (しこう)は問 (と)わず。蘊古 (うんこ)に帛 (はく)百段 (だん)を賞 (しょう)し、太子 (たいし)舎人 (しゃじん)に遷 (うつ)す。君度 (くんど)は世充 (せいじゅう)の兄 (あに)の子 (こ)なり。世充 (せいじゅう)、朝 (ちょう)を聽 (き)く毎 (ごと)に、慇懃 (いんぎん)に誨 (かい)諭 (ゆ)し、言 (げん)詞 (し)重 (ちょう)複 (ふく)し、千端 (たん)萬 (ばん)緒 (しょ)。侍衞 (じえい)の人 (ひと)、倦弊 (けんぺい)に勝 (た)えず。百司 (し)、事 (こと)を奏 (そう)するに、聽 (ちょう)受 (じゅ)に疲 (つか)る。御史大夫 (ぎょしたいふ)蘇 (そ)良 (りょう)諫 (いさ)めて曰 (い)わく、『陛下 (へいか)、語 (ご)太 (はなは)だ多 (おお)く、而 (しか)して（九二）領 (りょう)要 (よう)無 (な)し。計 (はか)るに云 (うん)爾 (じ)せば卽 (すなわ)ち可 (か)なり。何 (なん)ぞ許 (かくのごと)き辭 (じ)を煩 (わずら)わさんや』と。世充 (せいじゅう)・嘿 (もく)然 (ぜん)たること良 (やや)久 (ひさ)しく、亦 (また)、良 (りょう)を罪 (つみ)せず。然 (しか)れども性 (せい)、是 (かく)の如 (ごと)く、終 (つい)に改 (あらた)むる能 (あた)わざるなり。
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　王世充 (おうせいじゅう)、數久 (しばしば)伊州 (いしゅう)を攻 (せ)む。總管 (そうかん)張善相 (ちょうぜんしょう)、之 (これ)を拒 (ふせ)ぐ。糧 (りょう)盡 (つ)き、援兵 (えんぺい)、至 (いた)らず。癸亥 (きがい)、城 (しろ)陷 (おちい)る。善相 (ぜんしょう)、世充 (せいじゅう)を罵 (ののし)りて口 (くち)を極 (きわ)めて死 (し)す。帝 (てい)聞 (き)きて歎 (たん)じて曰 (い)わく、『吾 (われ)、善相 (ぜんしょう)に負 (そむ)けり。善相 (ぜんしょう)、吾 (われ)に負 (ま)けざるなり』と其 (その)子 (こ)に（九三）襄城 (じょうじょう)郡公 (ぐんこう)を賜 (たま)う。
　五月 (がつ)、王世充 (おうせいじゅう)、義州 (ぎしゅう)を陷 (おとしい)れ、復 (ま)た（九四）西 (せい)濟州 (せいしゅう)に寇 (あた)す。右驍衞 (ゆうぎょうえい)大 (たい)將軍 (しょうぐん)劉 (りゅう)弘基 (こうき)を遣 (つか)わし、兵 (へい)を將 (ひき)ゐ (い)て之 (これ)を救 (すく)わしむ。
　李軌 (りき)の將 (しょう)安修仁 (あんしゅうじん)の兄 (あに)興貴 (こうき)、長安 (ちょうあん)に仕え、表 (ひょう)して請 (こ)う。『軌 (き)に説 (と)き、諭 (さと)すに禍 (か)福 (ふく)を以 (もつ)てせん』と。上 (じょう)曰 (い)わく、『軌 (き)、兵 (へい)を阻 (はば)み險 (けん)を恃 (たの)み、吐谷渾 (とよくこん)・突厥 (とっけつ)を連結 (れんけつ)す。吾 (われ)、兵 (へい)を興 (おこ)して之 (これ)を撃 (う)つとも、尚 (な)ほ・克 (か)たざらんことを恐 (おそ)る。豈 (あ)に口舌 (こうぜつ)の能 (よ)く下 (くだ)す所 (ところ)ならんや』と。興貴 (こうき)曰 (い)わく、『臣 (しん)の家 (いえ)は涼州 (りょうしゅう)に在 (あ)り、奕 (えき)世 (せい)の豪 (ごう)望 (ぼう)にして、民 (みん)夷 (い)の附 (つ)く所 (ところ)と爲 (な)り、弟 (おとうと)修仁 (しゅうじん)、軌 (き)の信任 (しんにん)すると所 (ところ)と爲 (な)り、子弟 (してい)、機 (き)近 (きん)に在 (あ)る者 (もの)、十を以 (もつ)て數 (かぞ)う。臣 (しん)往 (ゆ)きて之 (これ)に説 (と)き、軌 (き)、臣 (しん)に聽 (き)かば固 (まこと)に善 (よ)し。若 (も)し其 (そ)れ聽 (き)かずんば、之 (これ)を肘 (ちゅう)腋 (えき)に圖 (はか)らんこと易 (やす)し』と。上 (じょう)乃 (すなわ)ち之 (これ)を遣 (や)る。興貴 (こうき)、武威 (ぶい)に至 (いた)る。軌 (き)、以 (もつ)て左 (さ)右衞 (ゆうえい)大將軍 (たいしょうぐん)と爲 (な)す。興貴 (こうき)、間 (かん)に乗 (じょう)じて軌 (き)に説 (と)きて曰 (い)わく、『涼 (りょう)の地 (ち)は千里 (り)に過 (す)ぎず、土 (つち)薄 (うす)く民 (たみ)貧 (まず)し。今 (いま)、唐 (とう)、太原 (たいげん)に起 (おこ)り、函 (かん)秦 (しん)を取 (と)り、中原 (ちゅうげん)を宰制 (さいせい)し、戦 (たたか)えば必 (かなら)ず勝 (か)ち、攻 (せ)むれば必 (かなら)ず取 (と)る。此 (これ)殆 (ほとん)ど天啓 (てんけい)にして、人力 (じんりょく)に非 (あら)ざるなり。若 (し)かじ河 (か)西 (せい)を擧 (あ)げて之 (これ)に歸 (き)せんには。則 (すなわ)ち（九五）竇 (とう)融 (ゆう)の功 (こう)、復 (ま)た今日 (こんにち)に見 (み)ん』と。
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軌 (き)曰 (い)わく、『吾 (われ)、山 (さん)河 (か)の固 (かため)に據 (よ)る。彼 (かれ)、彊 (きょう)大 (だい)なりと雖 (いえど)も、我 (われ)を若何 (いかん)せん。汝 (なんじ)、唐 (とう)より來 (きた)り、唐 (とう)の爲 (た)めに遊 (ゆう)説 (ぜい)するのみ』と。興貴 (こうき)・謝 (しゃ)して曰 (い)わく、『臣 (しん)聞 (き)く、（九六）富貴 (ふうき)にして故郷 (こきょう)に歸 (かえ)らざれば、繡 (しゅう)を衣 (き)て夜 (よる)行 (ゆ)くが如 (ごと)しと。臣 (しん)の闔 (こう)門 (もん)、陛下 (へいか)の縈祿 (えいろく)を受 (う)く。安 (いず)んぞ肯 (あえ)て唐 (とう)に附 (つ)かん。但 (た)だ其 (その)愚 (ぐ)慮 (りょ)を效 (いた)さんと欲 (ほっ)するのみ。可否 (かひ)は陛下 (へいか)に在 (あ)るのみ』と。是 (ここ)に於 (おい)て、退 (しりぞ)きて修仁 (しゅうじん)と與 (とも)に、陰 (ひそか)に諸 (しょ)胡 (こ)を結 (むす)び、兵 (へい)を起 (おこ)して軌 (き)を撃 (う)つ。軌 (き)出 (い)で戦 (たたか)いて敗 (やぶ)れ、城 (しろ)に嬰 (よ)りて自 (みずか)ら守 (まも)る。興貴 (こうき)徇 (とな)えて曰 (い)わく、『大 (たい)唐 (とう)、我 (われ)を遣 (つか)わし、來 (きた)りて李軌 (りき)を誅 (ちゅう)せしむ。敢 (あえ)て之 (これ)を助 (たす)くる者 (もの)は、三族 (ぞく)を夷 (たいら)げん』と。城中 (じょうちゅう)の人 (ひと)、争 (あらそ)い出 (い)でて興貴 (こうき)に就 (つ)く。軌 (き)、計 (けい)窮 (きわ)まり、妻 (さい)子 (し)と與 (とも)に、（九七）玉 (ぎょく)女 (じょ)臺 (だい)に登 (のぼ)り、置酒 (ちしゅ)して別 (べつ)を爲 (な)す。庚辰 (こうしん)、興貴 (こうき)、之 (これ)を執 (とら)えて以 (もつ)て聞 (ぶん)す。河西 (かせい)悉 (ことごと)く平 (たいら)ぐ。鄧曉 (とうぎょう)、長安 (ちょうあん)に在 (あ)り。舞蹈 (ぶとう)して慶 (けい)を稱 (しょう)す。上 (じょう)曰 (い)わく、『汝 (なんじ)、（九八）人 (ひと)の使 (し)臣 (しん)と爲 (な)り、國 (くに)の亡 (ほろ)ぶるを聞 (き)き、慼 (いた)まずして喜 (よろこ)び、以 (もつ)て媚 (こび)を朕 (ちん)に求 (もと)む。李軌 (りき)に忠 (ちゅう)ならず、肯 (あえ)て朕 (ちん)の用 (よう)を爲 (な)さんや』と。遂 (つい)に之 (これ)を廢 (はい)すること終 (しゅう)身 (しん)。軌 (き)、長女 (ちょうじょ)に至 (いた)る。其 (その)子弟 (してい)を幷 (あわ)せて皆 (みな)誅 (ちゅう)に伏 (ふく)す。安 (あん)興貴 (こうき)を以 (もつ)て右武候 (ゆうぶこう)大 (たい)將軍 (しょうぐん)・上柱國 (じょうちゅうこく)・涼國 (りょうこく)公 (こう)と爲 (な)し、帛 (はく)萬 (まん)段 (だん)を賜 (たま)い、安修仁 (あんしゅうじん)を左 (さ)武 (ぶ)候 (こう)大 (たい)將軍 (しょうぐん)・申國 (しんこく)公 (こう)と爲 (な)す。
　隋 (ずい)の末 (すえ)、（九九）離 (り)石 (せき)胡 (こ)劉 (りゅう)龍兒 (りょうじ)、兵 (へい)數 (すう)萬 (まん)を擁 (よう)し、自 (みずか)ら劉 (りゅう)王 (おう)と號 (ごう)し、其 (その)子 (こ)季眞 (きしん)を以 (もつ)て太子 (たいし)と爲 (な)す。虎賁郎將 (こほんろうしょう)梁德 (りょうとく)、撃 (う)ちて龍兒 (りょうじ)を斬 (き)る。是 (ここ)に至 (いた)りて、季眞 (きしん)、弟 (おとうと)六兒 (じ)と與 (とも)に、復 (ま)た兵 (へい)を擧 (あ)げて亂 (らん)を爲 (な)し、劉武周 (りゅうぶしゅう)の衆 (しゅう)
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を引 (ひ)きて、攻 (せ)めて石州 (せきしゅう)を陷 (おとしい)れ、刺史 (しし)王 (おう)儉 (けん)を殺 (ころ)す。季眞 (きしん)自 (みずか)ら突利 (とつり)可汗 (かかん)と稱 (しょう)し、六兒 (じ)を以 (もつ)て拓 (たく)定 (てい)王 (おう)と爲 (な)す。六兒 (じ)、使 (つかい)を遣 (つか)わし・降 (くだ)らんと請 (こ)う。詔 (みことのり)して、以 (もつ)て（一〇〇）嵐州 (らんしゅう)總管 (そうかん)と爲 (な)す。
　壬午 (じんご)、秦王世民 (しんおうせいみん)を以 (もつ)て左 (さ)武 (ぶ)候 (こう)大 (たい)將軍 (しょうぐん)・使 (し)持 (じ)節 (せつ)・涼甘 (りょうかん)等 (ら)（一〇一）九州 (きゅうしゅう)諸軍事 (しょぐんじ)・涼州 (りょうしゅう)總管 (そうかん)と爲 (な)す。其 (その)太尉 (たいい)・尚書令 (しょうしょれい)・雍州 (ようしゅう)の牧 (ぼく)・陝東道行臺 (せんとうどうこうだい)は、竝 (ならび)に故 (もと)の如 (ごと)し。黄 (こう)門 (もん)侍郎 (じろう)楊恭仁 (ようきょうじん)を遣 (つか)わし、河西 (かせい)を安撫 (あんぶ)せしむ。
　丙戌 (へいじゅつ)、劉武周 (りゅうぶしゅう)、（一〇二）平 (へい)遙 (よう)を陷 (おとしい)る。
　癸巳 (きし)、梁州 (りょうしゅう)總管 (そうかん)・山東 (さんとう)道 (どう)安撫副使 (あんぶふくし)陳政 (ちんせい)、麾下 (きか)の殺 (ころ)す所 (ところ)と爲 (な)る。其 (その)首 (くび)を攜 (たずさ)えて王世充 (おうせいじゅう)に奔 (はし)る。政 (せい)は（一〇三）茂 (ぼう)の子 (こ)なり。
　王世充 (おうせいじゅう)、禮部尚書 (れいぶしょうしょ)裵仁基 (はいじんき)・左 (さ)輔 (ほ)大 (たい)將軍 (しょうぐん)裵行儼 (はいこうげん)が威名 (いめい)有 (あ)るを以 (もつ)て、之 (これ)を忌 (い)む。仁基 (じんき)父子 (ふし)、之 (これ)を知 (し)り、亦 (また)、自 (みずか)ら安 (やす)んぜず。乃 (すなわ)ち尚書 (しょうしょ)左丞 (さじょう)宇文 (うぶん)儒童 (じゅどう)・儒童 (じゅどう)の弟 (おとうと)（一〇四）尚食直長溫 (しょうしょくちょくちょうおん)・散騎常侍 (さんきじょうじ)崔德本 (さいとくほん)と與 (とも)に、世充 (せいじゅう)及 (およ)び其 (その)黨 (とう)を殺 (ころ)し・復 (ま)た皇泰主 (こうたいしゅ)を尊立 (そんりゅう)せんことを謀 (はか)る。事 (こと)泄 (も)れ、皆 (みな)、三族 (ぞく)を夷 (たいら)げらる。齊王 (せいおう)世惲 (せいうん)、世充 (せいじゅう)に言 (い)つて曰 (い)わく、『儒童 (じゅどう)等 (ら)が反 (はん)を謀 (はか)るは、正 (まさ)に皇泰主 (こうたいしゅ)が尚 (な)ほ在 (あ)るが爲 (た)めの故 (ゆえ)なり。早く之 (これ)を除 (のぞ)くに如 (し)かじ』と。世充 (せいじゅう)、之 (これ)に從 (したが)う。兄 (あに)の子 (こ)唐 (とう)王 (おう)仁則 (じんそく)及 (およ)び家奴 (かど)梁 (りょう)百年 (ねん)を遣 (つか)わし、皇泰主 (こうたいしゅ)を酖 (ちん)せしむ。皇泰主 (こうたいしゅ)曰 (い)わく『更 (さら)に爲 (た)めに太尉 (たいい)に請 (こ)え。（一〇五）往 (さ)者 (き)の言 (げん)を以 (もつ)てせば、未 (いま)だ應 (まさ)
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に此 (ここ)に至 (いた)るべからず』と。百年 (ねん)、爲 (た)めに啓 (けい)陳 (ちん)せんと欲 (ほっ)す。世惲 (せいうん)、許 (ゆる)さず。又 (また)、皇 (こう)太后 (たいこう)と辭 (じ)訣 (けつ)せんと請 (こ)う。亦 (また)、許 (ゆる)さず。乃 (すなわ)ち席 (せき)を布 (し)き、香 (こう)を焚 (た)き佛 (ぶつ)を禮 (れい)し、『願 (ねが)わくは、今 (いま)より已 (い)往 (おう)、復 (ま)た帝 (てい)王 (おう)の家 (いえ)に生 (う)まれざらんことを』と藥 (くすり)を飮 (の)めども絶 (た)ゆる能 (あた)わず。帛 (はく)を以 (もつ)て之 (これ)を縊 (い)殺 (さつ)す。諡 (おくりな)して恭 (きょう)皇帝 (こうてい)と曰 (い)う。世充 (せいじゅう)、其 (その)兄 (あに)楚 (そ)王 (おう)世 (せい)偉 (い)を以 (もつ)て太 (たい)保 (ほう)と爲 (な)し、齊王 (せいおう)世惲 (せいうん)を太 (たい)傳 (ふ)と爲 (な)し、尚書令 (しょうしょれい)を領 (りょう)せしむ。
　六月 (がつ)庚子 (こうし)、竇建德 (とうけんとく)（一〇六）滄州 (そうしゅう)を陷 (おとしい)る。
　初 (はじ)め（一〇七）易州 (えきしゅう)の賊帥 (ぞくすい)宋金剛 (そうこんごう)、衆 (しゅう)萬 (まん)餘 (よ)有 (あ)り。魏刁兒 (ぎちょうじ)と連結 (れんけつ)す。（一〇八）刁兒 (ちょうじ)、竇建德 (とうけんとく)の滅 (ほろ)ぼす所 (ところ)と爲 (な)る。金剛 (こんごう)、之 (これ)を救 (すく)いて戰敗 (せんぱい)し、衆 (しゅう)四千を帥 (ひき)ゐ (い)、西 (にし)して劉武周 (りゅうぶしゅう)に奔 (はし)る。武周 (ぶしゅう)、其 (そ)の善 (よ)く兵 (へい)を用 (もち)うるを聞 (き)き、之 (これ)を得 (え)て甚 (はなは)だ喜 (よろこ)ぶ。號 (ごう)して宋 (そう)王 (おう)と曰 (い)い、委 (ゆだ)ぬるに軍事 (ぐんじ)を以 (もつ)てし、家貲 (かし)を中分 (ちゅうぶん)して以 (もつ)て之 (これ)に遺 (おく)る。金剛 (こんごう)も亦 (また)深 (ふか)く自 (みずか)ら結 (むす)び、其 (その)故 (もと)の妻 (つま)を出 (いだ)し、武周 (ぶしゅう)の妹 (いもうと)を納 (い)る。因 (よ)つて武周 (ぶしゅう)に説 (と)く、『晉陽 (しんよう)を圖 (はか)り、南向 (なんきょう)して天下 (てんか)を争 (あらそ)わん』と。武周 (ぶしゅう)、金剛 (こんごう)を以 (もつ)て西南 (せいなん)道大行臺 (どうたいこうだい)と爲 (な)し、兵 (へい)三萬 (まん)を將 (ひき)ゐ (い)て幷州 (へいしゅう)に寇 (あた)せしむ。丁未 (ていび)、武周 (ぶしゅう)、進 (すす)みて（一〇九）介州 (かいしゅう)に逼 (せま)る。沙 (しゃ)門 (もん)道 (どう)澄 (ちょう)、佛 (ぶつ)幡 (ばん)を以 (もつ)て之 (これ)に縋 (つい)し、城 (しろ)に入 (い)る。遂 (つい)に介州 (かいしゅう)を陷 (おとしい)る。左 (さ)武 (ぶ)衞 (えい)大將軍 (たいしょうぐん)姜寶誼 (きょうほうぎ)・行軍 (こうぐん)總管 (そうかん)李 (り)仲文 (ちゅうぶん)に詔 (みことのり)して、之 (これ)を撃 (う)たしむ。武周 (ぶしゅう)の將 (しょう)黄 (こう)子英 (しえい)、（一一〇）雀 (じゃく)鼠 (そ)谷 (こく)に往來 (おうらい)し、數久 (しばしば)輕兵 (けいへい)を以 (もつ)て戰 (たたかい)を挑 (いど)む。兵 (へい)纔 (わずか)に接 (せつ)し、子英 (しえい)陽 (いつわ)りて勝 (か)たずして走 (はし)る。是 (かく)の如 (ごと)くすること再 (さい)三。寶 (ほう)誼 (ぎ)・仲文 (ちゅうぶん)、衆 (しゅう)を悉 (つく)して之 (これ)を遂 (お)う。伏兵 (ふくへい)・發 (はつ)し、
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唐 (とう)の兵 (へい)大 (おおい)に敗 (やぶ)れ、寶誼 (ほうぎ)・仲文 (ちゅうぶん)、皆 (みな)、虜 (とりこ)にせらる。既 (すで)にして倶 (とも)に逃 (のが)れ歸 (かえ)る。上 (じょう)復 (ま)た二人 (にん)をして兵 (へい)を將 (ひき)ゐ (い)て武周 (ぶしゅう)を撃 (う)たしむ。
　己酉 (きゆう)、突厥 (とっけつ)の使 (つかい)來 (きた)り、始畢 (しひつ)可汗 (かかん)の喪 (も)を告 (つ)ぐ。上 (じょう)、哀 (あい)を（一一一）長樂 (ちょうらく)門 (もん)に擧 (あ)げ、朝 (ちょう)を廢 (はい)すること三日 (みつか)。百官 (かん)に詔 (みことのり)して館 (かん)に就 (つ)き、其 (その)使者 (ししゃ)を弔 (とむら)うしむ。又 (また)、内史舎人 (ないししゃじん)鄭 (てい)德挺 (とくてい)を遣 (つか)わし、處羅 (しょら)可汗 (かかん)を弔 (とむら)わしめ、帛 (はく)三萬 (まん)段 (だん)を賻 (ふ)す。
　上 (じょう)、劉武周 (りゅうぶしゅう)が入寇 (にゅうこう)するを以 (もつ)て憂 (うれい)と爲 (な)す。右僕射 (ゆうぼくや)裵寂 (はいせき)、自 (みずか)ら行 (ゆ)かんと請 (こ)う。癸亥 (きがい)、寂 (せき)を以 (もつ)て（一一二）晉州 (しんしゅう)道 (どう)行軍 (こうぐん)總管 (そうかん)と爲 (な)し、武周 (ぶしゅう)を討 (う)たしめ、便宜 (べんぎ)を以 (もつ)て事 (こと)に從 (したが)うを聽 (ゆる)す。
　秋 (あき)七月 (がつ)、初 (はじ)めて（一一三）十二軍 (ぐん)を置 (お)き、關内 (かんだい)諸府 (しょふ)を分 (わか)ちて以 (もつ)て焉 (これ)に隷 (れい)す。皆 (みな)、天 (てん)星 (せい)を取 (と)りて名 (な)と爲 (な)す。車騎府 (しゃきふ)を以 (もつ)て之 (これ)を統 (す)べしむ。軍 (ぐん)毎 (ごと)に將 (しょう)副 (ふく)各々 (おのおの)一人 (にん)、威名 (いめい)素 (もと)より重 (おも)き者 (もの)を取 (と)りて之 (これ)と爲 (な)す。督 (とく)するに耕戰 (こうせん)の務 (つとめ)を以 (もつ)てす。是 (これ)に由 (よ)りて、士 (し)馬 (ば)精 (せい)強 (きょう)にして、向 (むか)う所 (ところ)、敵 (てき)無 (な)し。
　海岱 (かいたい)の賊帥 (ぞくすい)徐圓朗 (じょえんろう)、（一一四）數 (すう)州 (しゅう)の地 (ち)を以 (もつ)て、降 (くだり)を請 (こ)う。（一一五）兗州 (えんしゅう)總管 (そうかん)に拝 (はい)し、魯國 (ろこく)公 (こう)に封 (ほう)ず。
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　王世充 (おうせいじゅう)、其 (その)將 (しょう)羅 (ら)士信 (ししん)を遣 (つか)わして穀州 (こくしゅう)に寇 (あた)す。士信 (ししん)、其 (その)衆 (しゅう)千餘人 (よにん)を帥 (ひき)ゐ (い)て來 (きた)り降 (くだ)る。是 (これ)より先 (さき)、士信 (ししん)、李密 (りみつ)に從 (したが)つて世充 (せいじゅう)を撃 (う)ち、兵 (へい)敗 (やぶ)れ、世充 (せいじゅう)の得 (う)る所 (ところ)と爲 (な)る。世充 (せいじゅう)、厚 (あつ)く之 (これ)を禮 (れい)し、與 (とも)に寢 (しん)食 (しょく)を同 (おな)じくす。既 (すで)にして邴元眞 (へいげんしん)等 (ら)を得 (え)、之 (これ)を待 (ま)つこと士信 (ししん)の如 (ごと)し。士信 (ししん)、之 (これ)を恥 (は)ず。士信 (ししん)、駿馬 (しゅんば)有 (あ)り。世充 (せいじゅう)の兄 (あに)の子 (こ)趙 (ちょう)王 (おう)道 (どう)詢 (じゅん)、之 (これ)を欲 (ほっ)すれども與 (あた)えず。世充 (せいじゅう)、之 (これ)を奪 (うば)い、以 (もつ)て道 (どう)詢 (じゅん)に賜 (たま)う。士信 (ししん)怒 (いか)る。故 (ゆえ)に來 (きた)り降 (くだ)る。上 (じょう)、其 (その)來 (きた)るを聞 (き)き、甚 (はなは)だ喜 (よろこ)び、使 (つかい)を遣 (つか)わして迎 (むか)え勞 (ねぎら)い、其 (その)所 (しょ)部 (ぶ)に廩 (りん)食 (し)す。士信 (ししん)を以 (もつ)て陝州 (せんしゅう)道 (どう)行軍 (こうぐん)總管 (そうかん)と爲 (な)す。世充 (せいじゅう)の左 (さ)龍驤 (りょうじょう)將軍 (しょうぐん)（一一六）臨涇 (りんけい)の席辯 (せきべん)、同列 (どうれつ)楊虔安 (ようけんあん)・李 (り)君義 (くんぎ)と與 (とも)に、皆 (みな)、所 (しょ)部 (ぶ)を帥 (ひき)ゐ (い)て來 (きた)り降 (くだ)る。
　丙子 (へいし)、王世充 (おうせいじゅう)、其 (その)將 (しょう)郭士衡 (かくしこう)を遣 (つか)わして穀州 (こくしゅう)に寇 (あた)す。刺史 (しし)任瓌 (じんかい)、大 (おおい)に之 (これ)を破 (やぶ)り、俘斬 (ふざん)して且 (まさ)に盡 (つ)きんとす。甲申 (こうしん)、行軍 (こうぐん)總管 (そうかん)劉 (りゅう)弘基 (こうき)、其 (その)將 (しょう)种如願 (ちゅうにょがん)を遣 (つか)わし、王世充 (おうせいじゅう)を河 (か)陽 (よう)城 (じょう)に襲 (おそ)い、其 (その)河 (か)橋 (きょう)を毀 (こぼ)ちて還 (かえ)る。
　乙酉 (いつゆう)、西 (せい)突厥 (とっけつ)の統 (とう)葉 (よう)護 (ご)可汗 (かかん)・高昌 (こうしょう)王 (おう)麴 (きく)伯 (はく)雅 (が)、各々 (おのおの)使 (つかい)を遣 (つか)わして入貢 (にゅうこう)す。
初 (はじ)め（一一七）西 (せい)突厥 (とっけつ)の曷裟那 (かつさな)可汗 (かかん)、隋 (ずい)に入朝 (にゅうちょう)す。隋 (ずい)人 (ひと)、之 (これ)を留 (とど)む。國人 (こくじん)、其 (その)叔父 (しゅくふ)を立 (た)て、射匱 (しゃき)可汗 (かかん)と號 (ごう)す。射匱 (しゃき)は、達頭 (たつとう)可汗 (かかん)の孫 (まご)なり。既 (すで)に立 (た)ち、地 (ち)を拓 (ひら)きて、東 (ひがし)は（一一八）金山 (きんざん)に至 (いた)り、西 (にし)は（一一九）海 (うみ)に至 (いた)る。遂 (つい)に北 (ほく)突厥 (とっけつ)と敵 (てき)と爲 (な)り、庭 (てい)を龜 (き)茲 (じ)の北 (きた)三彌 (び)山 (さん)に建 (た)つ。射匱 (しゃき)・卒 (しゅつ)し、子 (こ)統 (とう)葉 (よう)護 (ご)立 (た)つ。統葉護 (とうようご)、勇 (ゆう)にして謀 (はかりごと)有 (あ)り。北 (きた)のかた鐵勒 (てつろく)を幷 (あわ)せ、控 (こう)弦 (げん)數 (すう)十萬 (まん)、烏孫 (うそん)の故地 (こち)に據 (よ)り、又 (また)、庭 (てい)を（一二〇）石國 (せきこく)の北 (きた)千泉 (せん)に移 (うつ)す。西域 (せいいき)
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の諸 (しょ)國 (こく)、皆 (みな)、之 (これ)に臣 (しん)たり。葉護 (ようご)各々 (おのおの)吐屯 (ととん)を遣 (つか)わして之 (これ)を監し、其 (その)征賦 (せいふ)を督 (とく)せしむ。
　辛卯 (しんぼう)、宋金剛 (そうこんごう)（一二一）浩州 (こうしゅう)に寇 (あた)し、浹 (しょう)旬 (じゅん)にして退 (しりぞ)く。
　八月 (がつ)丁酉 (ていゆう)、嶲阝公 (けいこう)・薨 (こう)ず。諡 (おくりな)して隋 (ずい)の恭帝 (きょうてい)と曰 (い)う。後 (のち)無 (な)し。族 (ぞく)子 (し)行 (こう)基 (き)を以 (もつ)て嗣 (つ)がしむ。
　竇建德 (とうけんとく)、兵 (へい)十餘 (よ)萬 (まん)を將 (ひき)ゐ (い)て（一二二）洺州 (めいしゅう)に趣 (おもむ)く。淮安王 (わいあんおう)神通 (しんつう)、諸 (しょ)軍 (ぐん)を帥 (ひき)ゐ (い)、退 (しりぞ)きて相州 (しょうしゅう)に保 (ほう)す。己亥 (きがい)、建德 (けんとく)の兵 (へい)、洺州 (めいしゅう)の城下 (じょうか)に至 (いた)る。
　丙午 (へいご)、將軍 (しょうぐん)泰武通 (たいぶつう)の軍 (ぐん)、洛陽 (らくよう)に至 (いた)り、王世充 (おうせいじゅう)の將 (しょう)葛彦璋 (かつげんしょう)を敗 (やぶ)る。
　丁未 (ていび)、竇建德 (とうけんとく)、洺州 (めいしゅう)を陷 (おとしい)る。總管 (そうかん)袁子幹 (えんしかん)、之 (これ)に降 (くだ)る。乙卯 (いつぼう)、兵 (へい)を引 (ひ)きて相州 (しょうしゅう)に趣 (おもむ)く。淮安王 (わいあんおう)神通 (しんつう)、之 (これ)を聞 (き)き、諸 (しょ)軍 (ぐん)を帥 (ひき)ゐ (い)、李世勣 (りせいせき)に黎陽 (れいよう)に就 (つ)く。
　梁師都 (りょうしと)、突厥 (とっけつ)と、合 (あ)わせて數 (すう)千騎 (き)、（一二三）延州 (えんしゅう)に寇 (あた)す。行軍 (こうぐん)總管 (そうかん)段德操 (だんとくそう)、兵 (へい)少 (すくな)くして・敵 (てき)せず。壁 (へき)を閉 (と)じて・戦 (たたか)わず、師都 (しと)が稍 (やや)怠 (おこた)るを伺 (うかが)う。九月 (がつ)丙寅 (へいいん)、副 (ふく)總管 (そうかん)梁禮 (りょうれい)を遣 (つか)わし、兵 (へい)を將 (ひき)ゐ (い)て之 (これ)を撃 (う)たしむ。師都 (しと)、禮 (れい)と戦 (たたか)い、方 (まさ)に酣 (たけなわ)なり。德操 (とくそう)、輕騎 (けいき)を以 (い)て、多 (おお)く旗幟 (きし)を張 (は)り、其 (その)後 (うしろ)を掩撃 (えんげき)す。師都 (しと)の軍 (ぐん)潰 (つい)ゆ。北 (に)ぐるを遂 (お)うこと二百里 (り)。其 (その)（一二四）魏州 (ぎしゅう)を破 (やぶ)り、男女 (だんじょ)二千餘 (よ)口 (こう)を虜 (とりこ)にす。德操 (とくそう)は（一二五）孝先 (こうせん)の子 (こ)なり。
　蕭銑 (しょうせん)、其 (その)將 (しょう)楊道生 (ようどうせい)を遣 (つか)わして（一二六）峡州 (きょうしゅう)に寇 (あた)す。刺史 (しし)許紹 (きょしょう)、撃 (う)ちて之 (これ)を破 (やぶ)る。銑 (せん)、又 (また)、其 (その)將 (しょう)陳普環 (ちんふかん)を遣 (つか)わし、舟師 (しゅうし)を帥 (ひき)ゐ (い)、峡 (きょう)に上 (のぼ)り、巴蜀 (はしょく)を取 (と)るを規 (はか)らしむ。紹 (しょう)、其 (その)子 (こ)智仁 (ちじん)及 (およ)び錄事參軍 (ろくじさんぐん)李 (り)弘節 (こうせつ)等 (ら)を遣 (つか)わし、
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追 (お)うて（一二七）西陵 (せいりょう)に至 (いた)り、大 (おおい)に之 (これ)を破 (やぶ)り、普環 (ふかん)を擒 (とりこ)にす。銑 (せん)、兵 (へい)を遣 (つか)わし、（一二八）安蜀城 (あんしょくじょう)及 (およ)び荊 (けい)門 (もん)城 (じょう)に戍 (じゅ)せしむ。是 (これ)より先 (さき)、上 (じょう)、開 (かい)府 (ふ)李 (り)靖 (せい)を遣 (つか)わし、（一二九）虁州 (きしゅう)に詣 (いた)りて蕭銑 (しょうせん)を經 (けい)略 (りゃく)せしむ。靖 (せい)、峡州 (きょうしゅう)に至 (いた)り、銑 (せん)の兵 (へい)に阻 (はば)まれ、久 (ひさ)しく・進 (すす)むを得 (え)ず。上 (じょう)、其 (そ)の遲留 (ちりゅう)するを怒 (いか)り、（一三〇）陰 (ひそか)に許紹 (きょしょう)に敕 (ちょく)して之 (これ)を斬 (き)らしむ。紹 (しょう)、其 (その)才 (さい)を惜 (おし)み、之 (これ)が爲 (た)めに奏 (そう)請 (せい)し、免 (まぬか)るるを獲 (え)たり。
　己巳 (きし)、竇建德 (とうけんとく)、相州 (しょうしゅう)を陷 (おとしい)れ、刺史 (しし)呂珉 (りょびん)を殺 (ころ)す。
　民部尚書 (みんぶしょうしょ)魯公 (ろこう)劉 (りゅう)文靜 (ぶんせい)、自 (みずか)ら以 (おも)えらく、才略 (さいりゃく)・功 (こう)勲 (くん)、裵寂 (はいせき)の右 (みぎ)に在 (あ)りと。
　而 (しか)るに位 (くらい)、其 (その)下 (した)に居 (お)り、意 (い)甚 (はなは)だ平 (たいら)かならず。廷議 (ていぎ)する毎 (ごと)に、寂 (せき)、是 (ぜ)とする所 (ところ)有 (あ)れば、文靜 (ぶんせい)必 (かなら)ず之 (これ)を非 (ひ)とし、數久 (しばしば)寂 (せき)を侵侮 (しんぶ)す。是 (これ)に由 (よ)りて隙 (げき)有 (あ)り。文靜 (ぶんせい)、弟 (おとうと)通直 (つうちょく)散騎常侍 (さんきじょうじ)文起 (ぶんき)と、酒 (さけ)を飮 (の)みて酣 (たけなわ)にして、怨望 (えんぼう)し、刀 (とう)を拔 (ぬ)き柱 (はしら)を撃 (う)ちて曰 (い)わく、『會 (かなら)ず當 (まさ)に裵寂 (はいせき)の首 (くび)を斬 (き)るべし』と。家 (いえ)數久 (しばしば)妖 (よう)有 (あ)り。文起 (ぶんき)、巫 (ふ)を召 (め)し。星下 (せいか)に於 (おい)て髪 (かみ)を被 (こうむ)り刀 (とう)を銜 (ふく)みて厭 (えん)勝 (しょう)を爲 (な)さしむ。文靜 (ぶんせい)、妾 (しょう)有 (あ)り、寵 (ちょう)無 (な)し。其 (その)兄 (あに)をして變 (へん)を上 (たてまつ)り、之 (これ)を告 (つ)げしむ。上 (じょう)、文靜 (ぶんせい)を以 (もつ)て吏 (り)に屬 (しょく)し、裵寂 (はいせき)・蕭瑀 (しょうう)を遣 (つか)わして狀 (じょう)を問 (と)わしむ。文靜 (ぶんせい)曰 (い)わく、『建 (けん)義 (ぎ)の初 (はじ)め、忝 (かたじけな)くも司馬 (しば)と爲 (な)り、長史 (ちょうし)と位 (い)望 (ぼう)略 (ほ)ぼ同 (おな)じからんことを計 (はか)る。今 (いま)、寂 (せき)は僕 (ぼく)射 (や)と爲 (な)りて甲第 (こうてい)に據 (よ)り、臣 (しん)の官 (かん)賞 (しょう)は衆 (しゅう)人 (じん)に異 (こと)ならず。東西征討 (とうざいせいとう)するに、老母 (ろうぼ)、京師 (けいし)に留 (とど)まり、風雨 (ふうう)、庇 (おお)う所 (ところ)無 (な)し。實 (じつ)に觖 (けつ)望 (ぼう)の心 (こころ)有 (あ)り。醉 (よい)に因 (よ)りて怨 (えん)言 (げん)せるは、自 (みずか)













P100
ら保 (ほう)する能 (あた)わざればなり』と。上 (じょう)、羣臣 (ぐんしん)に謂 (い)つて曰 (い)わく、『文靜 (ぶんせい)の此 (この)言 (げん)を觀 (み)るに、反 (はん)すること明白 (めいはく)なり』と。李綱 (りこう)・蕭瑀 (しょうう)、皆 (みな)、其 (そ)の反 (はん)せざるを明 (あきら)かにす。秦王世民 (しんおうせいみん)、之 (これ)が爲 (た)めに固 (かた)く請 (こ)うて曰 (い)わく、（一三一）『昔 (むかし)、晉陽 (しんよう)に在 (あ)り、文靜 (ぶんせい)先 (ま)ず非常 (ひじょう)の策 (さく)を定 (さだ)め、始 (はじ)めて寂 (せき)に告 (つ)げて知 (し)らしむ。京城 (けいじょう)に克 (か)つに及 (およ)び、任遇懸隔 (にんぐうけんかく)す。文靜 (ぶんせい)をして觖望 (けつぼう)せしむるは則 (すなわ)ち之 (こ)れ有 (あ)り。敢 (あえ)て反 (はん)を謀 (はか)るに非 (あら)ず』と。裵寂 (はいせき)、上 (じょう)に言 (い)つて曰 (い)わく、『文靜 (ぶんせい)の才略 (さいりゃく)は、實 (じつ)に時 (じ)人 (じん)に冠 (かん)たり。性 (せい)復 (ま)た麤 (そ)險 (けん)なり。今 (いま)天下 (てんか)未 (いま)だ定 (さだ)まらず。之 (これ)を留 (とど)めば必 (かなら)ず後患 (こうかん)を貽 (のこ)さん』と。上 (じょう)素 (もと)より寂 (せき)を親 (した)しむ。低回 (ていかい)すること之 (これ)を久 (ひさ)しくして、卒 (つい)に寂 (せき)の言 (げん)を用 (もち)う。辛未 (しんび)、文靜 (ぶんせい)及 (およ)び文起 (ぶんき)、死 (し)に坐 (ざ)し、其 (その)家 (いえ)を籍 (せき)没 (ぼつ)す。
　沈法興 (ちんほうこう)、既 (すで)に（一三二）毗 (ひ)陵 (りょう)に克 (か)ち、謂 (おも)えらく江淮 (こうわい)の南 (みなみ)は、（一三三）指撝 (しき)して・定 (さだ)む可 (べ)しと。自 (みずか)ら梁 (りょう)王 (おう)と稱 (しょう)し、毗 (ひ)陵 (りょう)に都 (みやこ)し、延康 (えんこう)と改元 (かいげん)し、百官 (かん)を置 (お)く。性 (せい)殘 (ざん)忍 (にん)にして、専 (もっぱ)ら威 (い)刑 (けい)を尚 (たっと)ぶ。將士 (しょうし)少 (すこ)しく過 (あやま)ち有 (あ)れば、卽 (すなわ)ち之 (これ)を斬 (き)る。是 (これ)に由 (よ)りて、其 (その)下 (しも)離 (はな)れ怨 (うら)む。時 (とき)に杜 (と)伏威 (ふくい)、歷陽 (れきよう)に據 (よ)り、陳稜 (ちんりょう)、江都 (こうと)に據 (よ)り、李 (り)子通 (しつう)、海陵 (かいりょう)に據 (よ)り、倶 (とも)に・江表 (こうひょう)を窺 (うかが)うの心 (こころ)有 (あ)り。法興 (ほうこう)の軍 (ぐん)數久 (しばしば)敗 (やぶ)る。會々 (たまたま)子通 (しつう)、稜 (りょう)を江都 (こうと)に圍 (かこ)む。稜 (りょう)、質 (ち)を送 (おく)りて救 (すくい)を法興 (ほうこう)及 (およ)び伏威 (ふくい)に求 (もと)む。法興 (ほうこう)、其 (その)子 (こ)綸 (りん)をして、兵 (へい)數 (すう)萬 (まん)を將 (ひき)ゐ (い)て、伏威 (ふくい)と共 (とも)に之 (これ)を救 (すく)わしむ。伏威 (ふくい)、（一三四）淸流 (せいりゅう)に軍 (ぐん)し、綸 (りん)、楊子 (ようし)に軍 (ぐん)し、相 (あい)去 (さ)ること數 (すう)十里 (り)なり。子通 (しつう)の納 (のう)言 (げん)毛 (もう)文深 (ぶんしん)、策 (さく)を獻 (けん)じ、江南 (こうなん)の人 (ひと)を募 (つの)り、詐 (いつわ)りて綸 (りん)の兵 (へい)と爲 (な)し、夜 (よる)、伏威 (ふくい)の營 (えい)を襲 (おそ)う。伏威 (ふくい)怒 (いか)り、復 (ま)た兵 (へい)を遣 (つか)わして綸 (りん)を襲 (おそ)う。
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是 (これ)に由 (よ)りて、二人 (にん)相 (あい)疑 (うたが)い、敢 (あえ)て先 (ま)ず進 (すす)むもの莫 (な)し。子通 (しつう)、鋭 (えい)を盡 (つく)して江都 (こうと)を攻 (せ)めて之 (これ)に克 (か)つを得 (え)たり。稜 (りょう)、伏威 (ふくい)に奔 (はし)る。子通 (しつう)、江都 (こうと)に入 (い)り、因 (よ)つて綸 (りん)を縱撃 (じゅうげき)し、大 (おおい)に之 (これ)を破 (やぶ)る。伏威 (ふくい)も亦 (また)引 (ひ)き去 (さ)る。子通 (しつう)、皇帝 (こうてい)の位 (くらい)に卽 (つ)き、國 (くに)を呉 (ご)と號 (ごう)し、明政 (めいせい)と改元 (かいげん)す。（一三五）丹陽 (たんよう)の賊帥 (ぞくすい)樂伯通 (がくはくつう)、衆 (しゅう)萬 (まん)餘 (よ)を帥 (ひき)ゐ (い)て之 (これ)に降 (くだ)る。子通 (しつう)、以 (もつ)て左僕射 (さぼくや)と爲 (な)す。
　杜 (と)伏威 (ふくい)、降 (くだ)らんと請 (こ)う。丁丑 (ていちゅう)、伏威 (ふくい)を以 (もつ)て淮南安撫大使 (わいなんあんぶたいし)・（一三六）和州總管 (わしゅうそうかん)と爲 (な)す。
　裵寂 (はいせき)、（一三七）介休 (かいきゅう)に至 (いた)る。宋金剛 (そうこんごう)、城 (しろ)に據 (よ)りて之 (これ)を拒 (ふせ)ぐ。寂 (せき)、度 (ど)索 (さく)原 (げん)に軍 (ぐん)す。營中 (えいちゅう)、潤 (かん)水 (すい)を飮 (の)む。金剛 (こんごう)、之 (これ)を絶 (た)つ。士卒 (しそつ)・渇乏 (かつぼう)す。寂 (せき)、營 (えい)を移 (うつ)して水 (みず)に就 (つ)かんと欲 (ほっ)す。金剛 (こんごう)、兵 (へい)を縱 (はな)ちて之 (これ)を撃 (う)つ。寂 (せき)の軍 (ぐん)遂 (つい)に潰 (つい)え、失亡 (しつぼう)して略 (ほ)ぼ盡 (つ)く。寂 (せき)、一日 (にち)一夜 (や)、馳 (は)せて晉州 (しんしゅう)に至 (いた)る。是 (これ)より先 (さき)、劉武周 (りゅうぶしゅう)、屢々 (しばしば)兵 (へい)を遣 (つか)わして西河 (せいか)を攻 (せ)む。（一三八）浩州 (こうしゅう)の刺史 (しし)劉 (りゅう)贍 (せん)、之 (これ)を拒 (ふせ)ぐ。李 (り)仲文 (ちゅうぶん)、兵 (へい)を引 (ひ)きて之 (これ)に就 (つ)き、與 (とも)に共 (とも)に西河 (せいか)を守 (まも)る。裵寂 (はいせき)が敗 (やぶ)るるに及 (およ)び、晉州 (しんしゅう)より以 (い)北 (ほく)の城 (じょう)鎭 (ちん)倶 (とも)に没 (ぼつ)す。唯 (た)だ西河 (せいか)のみ獨 (ひと)り存 (そん)す。姜寶誼 (きょうほうぎ)、復 (ま)た金剛 (こんごう)の虜 (とりこ)にする。所 (ところ)と爲 (な)る。逃 (のが)れ歸 (かえ)らんと謀 (はか)る。金剛 (こんごう)、之 (これ)を殺 (ころ)す。裵寂 (はいせき)、上表 (じょうひょう)して罪 (つみ)を謝 (しゃ)す。上 (じょう)、之 (これ)を慰 (い)論 (ゆ)し、復 (ま)た・河 (か)東 (とう)を鎭 (ちん)撫 (ぶ)せしむ。劉武周 (りゅうぶしゅう)進 (すす)みて幷州 (へいしゅう)に逼 (せま)る。齊王 (せいおう)元吉 (げんきつ)、其 (その)司馬 (しば)劉 (りゅう)德威 (とくい)を紿 (あざむ)きて曰 (い)わく、『卿 (けい)、老弱 (ろうじゃく)を以 (もつ)て城 (しろ)を守 (まも)れ。吾 (われ)、彊兵 (きょうへい)を以 (もつ)て出 (い)で
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戦 (たたか)わん』と。辛巳 (しんし)、元吉 (げんきつ)、夜 (よる)、兵 (へい)を出 (いだ)し、其 (その)妻妾 (さいしょう)を攜 (たずさ)え、州 (しゅう)を棄 (す)て、奔 (はし)りて長安 (ちょうあん)に還 (かえ)る。元吉 (げんきつ)、始 (はじ)めて去 (さ)るや、武周 (ぶしゅう)の兵 (へい)已 (すで)に城下 (じょうか)に至 (いた)る。晉陽 (しんよう)の土豪薛深 (どごうせつしん)、城 (しろ)を以 (もつ)て武周 (ぶしゅう)を納 (い)る。上 (じょう)、之 (これ)を聞 (き)き、大 (おおい)に怒 (いか)り、禮部尚書 (れいぶしょうしょ)李綱 (りこう)に謂 (い)つて曰 (い)わく、『元吉 (げんきつ)は幼弱 (ようじゃく)にして、未 (いま)だ時事 (じじ)に習 (なら)わず。故 (ゆえ)に竇誕 (とうたん)・宇文歆 (うぶんきん)を遣 (つか)わして之 (これ)を輔 (たす)けしむ。晉陽 (しんよう)は彊 (きょう)兵 (へい)數 (すう)萬 (まん)、食 (しょく)、十年 (ねん)を支 (ささ)う。興 (こう)王 (おう)の基 (もとい)、一旦 (たん)、之 (これ)を棄 (す)つ。聞 (き)く、宇文歆 (うぶんきん)、首 (しゅ)として此 (この)策 (さく)を畫 (かく)せりと。我 (われ)當 (まさ)に之 (これ)を斬 (き)るべし』と。綱 (こう)曰 (い)わく、『王 (おう)、年 (とし)少 (わか)く驕逸 (きょういつ)なり。竇誕 (とうたん)曾 (かつ)て規 (き)諫 (かん)する無 (な)く、又 (また)、之 (これ)を掩 (えん)覆 (ぷ)し、士 (し)民 (みん)をして憤怨 (ふんえん)せしむ。今日 (こんにち)の敗 (はい)は、誕 (たん)の罪 (つみ)なり。（一三九）歆 (きん)、王 (おう)を諫 (いさ)むれども悛 (あらた)めず。尋 (つ)ぎて皆 (みな)聞 (ぶん)奏 (そう)す。乃 (すなわ)ち忠臣 (ちゅうしん)なり。豈 (あ)に殺 (ころ)す可 (べ)けんや』と。明日 (みょうにち)、上 (じょう)、綱 (こう)を召 (め)し、入 (い)りて御 (ぎょ)坐 (ざ)に升 (のぼ)らしめて曰 (い)わく、『我 (われ)、公 (こう)を得 (え)、遂 (つい)に濫 (らん)刑 (けい)無 (な)し。元吉 (げんきつ)自 (みずか)ら不 (ふ)善 (ぜん)を爲 (な)す。二人 (にん)の能 (よ)く禁 (きん)ずる所 (ところ)に非 (あら)ざるなり』と。誕 (たん)を幷 (あわ)せて之 (これ)を赦 (ゆる)す。衞尉小卿 (えいいしょうけい)劉 (りゅう)政會 (せいかい)、太原 (たいげん)に在 (あ)り、武周 (ぶしゅう)の虜 (とりこ)にする所 (ところ)と爲 (な)る。政會 (せいかい)、密 (ひそか)に表 (ひょう)し、武周 (ぶしゅう)の形勢 (けいせい)を論 (ろん)ず。武周 (ぶしゅう)、太原 (たいげん)に據 (よ)り、宋金剛 (そうこんごう)を遣 (つか)わし、晉州 (しんしゅう)を攻 (せ)めて之 (これ)を拔 (ぬ)き、右驍衞 (ゆうぎょうえい)大 (たい)將軍 (しょうぐん)劉 (りゅう)弘基 (こうき)を虜 (とりこ)にす。弘基 (こうき)逃 (のが)れ歸 (かえ)る。金剛 (こんごう)進 (すす)みて（一四〇）絳州 (こうしゅう)に逼 (せま)り、（一四一）龍 (りゅう)門 (もん)を陷 (おとしい)る。
　西 (せい)突厥 (とっけつ)の曷裟那 (かつさな)可汗 (かかん)、北 (ほく)突厥 (とっけつ)と怨 (うら)み有 (あ)り。曷裟那 (かつさな)、長安 (ちょうあん)に在 (あ)り。北 (ほく)突厥 (とっけつ)、使 (つかい)を遣 (つか)わし、之 (これ)を殺 (ころ)さんと請 (こ)う。上 (じょう)、許 (ゆる)さず。羣臣 (ぐんしん)皆 (みな)曰 (い)わく、『一人 (にん)を保 (たも)ちて一國 (こく)を失 (うしな)わば、後 (のち)必 (かなら)ず患 (うれい)を爲 (な)さん』と。秦王世民 (しんおうせいみん)曰 (い)












P103
わく、『人 (ひと)窮 (きゅう)して來 (きた)りて我 (われ)に歸 (き)す。之 (これ)を殺 (ころ)すは不義 (ふぎ)なり』と。上 (じょう)、遲 (ち)廻 (かい)すること之 (これ)を久 (ひさ)しく、已 (や)むを得 (え)ず。丙戌 (へいじゅつ)、曷裟那 (かつさな)を内 (ない)殿 (でん)に引 (ひ)きて宴飮 (えんいん)し、既 (すで)にして中書省 (ちゅうしょしょう)に送 (おく)り、北 (ほく)突厥 (とっけつ)の使者 (ししゃ)を縱 (はな)ち、之 (これ)を殺 (ころ)さしむ。
　禮部尚書 (れいぶしょうしょ)李綱 (りこう)、（一四二）太子 (たいし)詹 (せん)事 (じ)を領 (りょう)す。太子 (たいし)建成 (けんせい)、始 (はじ)め甚 (はなは)だ之 (これ)を禮 (れい)す。之 (これ)を久 (ひさ)しくして、太子 (たいし)漸 (ようや)く小 (しょう)人 (じん)を昵 (じつ)近 (きん)し、秦王世民 (しんおうせいみん)の功 (こう)高 (たか)きを疾 (にく)み、頗 (すこぶ)る相 (あい)猜忌 (さいき)す。綱 (こう)屢々 (しばしば)諫 (いさ)むれども聽 (き)かず。乃 (すなわ)ち骸骨 (がいこつ)を乞 (こ)う、上 (じょう)、之 (これ)を罵 (ののし)りて曰 (い)わく、『卿 (けい)、（一四三）何潘仁 (かはんじん)の長史 (ちょうし)と爲 (な)り、乃 (すなわ)ち朕 (ちん)の尚書 (しょうしょ)と爲 (な)るを恥 (は)ずるか。且 (か)つ方 (まさ)に卿 (けい)をして建成 (けんせい)を輔 (ほ)導 (どう)せしむ。而 (しか)るに固 (かた)く・去 (さ)るを求 (もと)むるは何 (なん)ぞや』と。綱 (こう)・頓首 (とんしゅ)して曰 (い)わく、『潘仁 (はんじん)は賊 (ぞく)なり。妄 (みだり)に人 (ひと)を殺 (ころ)さんと欲 (ほっ)する毎 (ごと)に、臣 (しん)、之 (これ)を諫 (いさ)むれば卽 (すなわ)ち止 (と)めき。其 (その)長史 (ちょうし)と爲 (な)るも、以 (もつ)て愧 (は)ずる無 (な)かる可 (べ)し。陛下 (へいか)は創業 (そうぎょう)の明主 (めいしゅ)なり。臣 (しん)、不 (ふ)才 (さい)にして、（一四四）言 (い)う所 (ところ)、水 (みず)を石 (いし)に投 (とう)ずるが如 (ごと)し。太子 (たいし)に言 (い)うも亦 (また)然 (しか)り。臣 (しん)何 (なん)ぞ敢 (あえ)て久 (ひさ)しく（一四五）天臺 (てんだい)を汚 (けが)し、東朝 (とうちょう)を辱 (はずかし)めんや』と。上 (じょう)曰 (い)わく、『公 (こう)の直士 (ちょくし)なるを知 (し)る。勉 (つと)めて留 (とど)まりて吾 (わ)が兒 (じ)を輔 (たす)けよ』と。戊子 (ぼし)、綱 (こう)を以 (もつ)て太子 (たいし)少保 (しょうほ)と爲 (な)し、尚書 (しょうしょ)・詹事 (せんじ)は故 (もと)の如 (ごと)し。綱 (こう)復 (ま)た上書 (じょうしょ)して、太子 (たいし)が酒 (さけ)を飮 (の)みて節 (せつ)無 (な)く、及 (およ)び讒 (ざん)慝 (とく)を信 (しん)じ、骨肉 (こつにく)を疎 (うと)んずるを諫 (いさ)む。太子 (たいし)、懌 (よろこ)ばず。而 (しか)して爲 (な)す所 (ところ)故 (もと)の如 (ごと)し。綱 (こう)・鬱鬱 (うつうつ)として志 (こころざし)を得 (え)ず。是 (この)歳 (とし)、固 (かた)く老病 (ろうびょう)と稱 (しょう)して、職 (しょく)を辭 (じ)す。詔 (みことのり)して、尚書 (しょうしょ)を解 (と)き、仍 (な)ほ少保 (しょうほ)
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と爲 (な)す。
　淮安王 (わいあんおう)神通 (しんつう)、慰撫使 (いぶし)張 (ちょう)道源 (どうげん)をして（一四六）趙州 (ちょうしゅう)に鎭 (ちん)せしむ。庚寅 (こういん)、竇建德 (とうけんとく)、趙州 (ちょうしゅう)を陷 (おとしい)れ、總管 (そうかん)張 (ちょう)志昂 (しこう)及 (およ)び道源 (どうげん)を執 (とら)う。建德 (けんとく)、二人 (にん)及 (およ)び邢州 (けいしゅう)の刺史 (しし)陳君賓 (ちんくんひん)が早 (はや)く下 (くだ)らざりしを以 (もつ)て、之 (これ)を殺 (ころ)さんと欲 (ほっ)す。國 (こく)子 (し)祭 (さい)酒 (しゅ)凌敬 (りょうけい)諫 (いさ)めて曰 (い)わく、『人臣 (じんしん)は各々 (おのおの)其 (そ)の主 (しゅ)の爲 (た)めに用 (もち)いらる。彼 (かれ)堅 (かた)く守 (まも)りて下 (くだ)らず、乃 (すなわ)ち忠臣 (ちゅうしん)なり。今 (いま)大 (たい)王 (おう)之 (これ)を殺 (ころ)さば、何 (なに)を以 (もつ)て羣下 (ぐんか)を勵 (はげ)まさんや』と。建德 (けんとく)怒 (いか)りて曰 (い)わく、『吾 (われ)、城下 (じょうか)に至 (いた)るに、彼 (かれ)猶 (な)お降 (くだ)らず。力 (ちから)屈 (くつ)して擒 (とりこ)に就 (つ)く。何 (なん)ぞ捨 (ゆる)す可 (べ)けんや』と。敬 (けい)曰 (い)わく、『今 (いま)、大王 (たいおう)、大將 (たいしょう)高士興 (こうしこう)をして、羅 (ら)藝 (げい)を易 (えき)水 (すい)に拒 (ふせ)がしむ。藝 (げい)纔 (わずか)に至 (いた)れば、興 (こう)卽 (すなわ)ち降 (くだ)れり。大王 (たいおう)の意 (い)、以 (もつ)て何 (い)如 (かん)と爲 (な)す』と。建德 (けんとく)乃 (すなわ)ち悟 (さと)り、卽 (すなわ)ち命 (めい)じて之 (これ)を釋 (ゆる)さしむ。
　乙未 (いつび)、梁師都 (りょうしと)、復 (ま)た延州 (えんしゅう)に寇 (あた)す。段德操 (だんとくそう)撃 (う)ちて之 (これ)を破 (やぶ)る。斬首 (ざんしゅ)二千餘 (よ)級 (きゅう)、̪師都 (しと)、百餘 (よ)騎 (き)を以 (もつ)て遁 (のが)れ去 (さ)る。德操 (とくそう)、功 (こう)を以 (もつ)て柱國 (ちゅうこく)に拝 (はい)し、爵 (しゃく)平原 (へいげん)郡公 (ぐんこう)を賜 (たま)う。（一四七）鄜州 (ふしゅう)の刺史 (しし)鄜 (ふ)城 (じょう)の壯 (そう)公 (こう)梁禮 (りょうれい)・戦 (せん)没 (ぼつ)す。
　冬 (ふゆ)十月 (がつ)己亥 (きがい)、就 (つ)きて涼州 (りょうしゅう)總管 (そうかん)楊恭仁 (ようきょうじん)に納 (のう)言 (げん)を加 (くわ)え、幽州 (ゆうしゅう)總管 (そうかん)燕 (えん)公 (こう)羅 (ら)藝 (げい)に姓 (せい)を李氏 (りし)と賜 (たま)い、（一四八）燕郡 (えんぐん)王 (おう)に封 (ほう)ず。
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　辛丑 (しんちゅう)、李 (り)藝 (げい)、竇建德 (とうけんとく)を（一四九）衡水 (こうすい)に破 (やぶ)る。
　癸卯 (きぼう)、左武候 (さぶこう)大 (たい)將軍 (しょうぐん)龐玉 (ほうぎょく)を以 (もつ)て梁州 (りょうしゅう)總管 (そうかん)と爲 (な)す。時 (とき)に（一五〇）集州 (しゅうしゅう)の獠 (ろう)・反 (はん)す。玉 (ぎょく)、之 (これ)を討 (う)つ。獠 (ろう)、險 (けん)に據 (よ)りて自 (みずか)ら守 (まも)る。軍 (ぐん)、進 (すす)むを得 (え)ず、糧 (りょう)且 (まさ)に盡 (つ)きんとす。（一五一）熟獠 (じゅくろう)、反者 (はんしゃ)と、皆 (みな)、鄰里親黨 (りんりしんとう)にして、争 (あらそ)うて言 (い)う、『賊 (ぞく)、撃 (う)つ可 (べ)からず』と。玉 (ぎょく)に還 (かえ)らんことを請 (こ)う。玉 (ぎょく)・揚 (よう)言 (げん)す、『秋 (しゅう)穀 (こく)將 (まさ)に熟 (じゅく)せんす。百姓 (せい)、收刈 (しゅうがい)するを得 (う)る毋 (なか)れ。一切 (さい)、軍 (ぐん)に供 (きょう)せん。賊 (ぞく)を平 (たいら)ぐるに非 (あら)ずんば、吾 (われ)、返 (かえ)らじ』と。聞 (き)く者 (もの)大 (おおい)に懼 (おそ)れて曰 (い)わく、『大軍 (たいぐん)、去 (さ)らずんば、吾 (わ)が曹 (ともがら)皆 (みな)將 (まさ)に餒 (だい)死 (し)せんとす』と。其 (その)中 (うち)の壯士 (そうし)、乃 (すなわ)ち賊 (ぞく)營 (えい)に入 (い)り、所 (しょ)親 (しん)と潜 (ひそか)に謀 (はか)り、其 (その)渠帥 (きょすい)を斬 (き)りて降 (くだ)る。餘 (よ)黨 (とう)皆 (みな)散 (さん)ず、玉 (ぎょく)、追討 (ついとう)し、悉 (ことごと)く之 (これ)を平 (たいら)ぐ。
　劉武周 (りゅうぶしゅう)の將 (しょう)宋金剛 (そうこんごう)、進 (すす)みて（一五二）澮州 (かいしゅう)を攻 (せ)め、之 (これ)を陷 (おとしい)る。軍勢 (ぐんぜい)甚 (はなは)だ鋭 (するど)し。裵寂 (はいせき)・性 (せい)怯 (きょう)にして、將帥 (しょうすい)の略 (りゃく)無 (な)く、唯 (た)だ使 (つかい)を發 (はつ)すること、（一五三）駱驛 (らくえき)として、（一五四）虞 (ぐ)泰 (たい)二州 (しゅう)の居 (きょ)民 (みん)を趣 (うなが)して城堡 (じょうほ)に入 (い)れ、其 (その)積 (し)聚 (しゅ)を焚 (や)かしむ。民 (たみ)驚 (きょう)擾 (じょう)愁 (しゅう)怨 (えん)し、皆 (みな)、盜 (とう)を爲 (な)すを思 (おも)う。（一五五）夏 (か)縣 (けん)の民 (たみ)呂崇茂 (りょしゅうぼう)、衆 (しゅう)を聚 (あつ)め、自 (みずか)ら魏 (ぎ)王 (おう)と稱 (しょう)し、以 (もつ)て武周 (ぶしゅう)に應 (おう)ず。寂 (せき)、之 (これ)を討 (う)ち、敗 (やぶ)る所 (ところ)と爲 (な)る。永安 (えいあん)王 (おう)孝基 (こうき)・獨孤懷恩 (どくこかいおん)・陝州 (せんしゅう)總管 (そうかん)于筠 (ういん)・内史侍郎 (ないしじろう)唐 (とう)儉 (けん)等 (ら)に詔 (みことのり)して、兵 (へい)を將 (ひき)ゐ (い)て之 (これ)を討 (う)たしむ。
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時 (とき)に（一五六）王 (おう)行本 (こうほん)」、猶 (な)お蒲 (ほ)反 (はん)に據 (よ)り、未 (いま)だ下 (くだ)らず、亦 (また)、武周 (ぶしゅう)と相 (あい)應 (おう)ず。關中 (かんちゅう)震駭 (しんがい)す。上 (じょう)、手敕 (しゅちょく)を出 (いだ)して曰 (い)わく、『賊勢 (ぞくせい)此 (かく)の如 (ごと)く、與 (とも)に鋒 (ほう)を争 (あらそ)い難 (がた)し。宜 (よろ)しく大河 (たいか)以東 (いとう)を棄 (す)て、謹 (つつし)みて（一五七）關西 (かんせい)を守 (まも)るべきのみ』と。秦王世民 (しんおうせいみん)、上表 (じょうひょう)して曰 (い)わく、『太原 (たいげん)は王 (おう)業 (ぎょう)の基 (もとい)する所 (ところ)、國 (くに)の根本 (こんぽん)なり。河東 (かとう)は富 (ふう)實 (じつ)にして、京邑 (けいゆう)の資 (し)する所 (ところ)なり。若 (も)し擧 (あ)げて之 (これ)を棄 (す)つるは、臣 (しん)竊 (ひそか)に憤恨 (ふんこん)す。願 (ねが)わくは臣 (しん)に精 (せい)兵 (へい)三萬 (まん)を假 (か)さんことを。必 (かなら)ず冀 (こいねが)わくは武周 (ぶしゅう)を平殄 (へいてん)し、汾晉 (ふんしん)を克 (こく)復 (ふく)せんことを』と。上 (じょう)、是 (ここ)に於 (おい)て、悉 (ことごと)く關中 (かんちゅう)の兵 (へい)を發 (はつ)し、以 (もつ)て世民 (せいみん)の統 (す)ぶる所 (ところ)を益 (ま)し、武周 (ぶしゅう)を撃 (う)たしむ。乙卯 (いつぼう)、華 (か)陰 (いん)に幸 (みゆき)し、長春宮 (ちょうしゅんきゅう)に至 (いた)り、以 (もつ)て之 (これ)を送 (おく)る。
　竇建德 (とうけんとく)、兵 (へい)を引 (ひ)きて（一五八）衞州 (えいしゅう)に趣 (おもむ)く。建德 (けんとく)、軍 (ぐん)を行 (や)る毎 (ごと)に、常 (つね)に三道 (どう)と爲 (な)し、輜重細弱 (しちょうさいじゃく)は、中央 (ちゅうおう)に居 (お)り、歩騎 (ほき)、左 (さ)右 (ゆう)を夾 (はさ)み、相 (あい)去 (さ)ること三里 (り)許 (ばか)り。建德 (けんとく)、千騎 (き)を以 (い)て前行 (ぜんこう)し、（一五九）黎陽 (れいよう)を過 (す)ぐること三十里 (り)。李世勣 (りせいせき)、騎將 (きしょう)丘 (きゅう)孝剛 (こうごう)を遣 (つか)わし、三百騎 (き)を將 (ひき)ゐ (い)て之 (これ)を偵 (うかが)わしむ。孝剛 (こうごう)・驍 (ぎょう)勇 (ゆう)にして馬槊 (ばさく)を善 (よ)くす。建德 (けんとく)と遇 (あ)い、遂 (つい)に之 (これ)を撃 (う)つ。建德 (けんとく)・敗 (はい)走 (そう)す。（一六〇）右方 (ゆうほう)の兵 (へい)、之 (これ)を救 (すく)い、撃 (う)ちて孝剛 (こうごう)を斬 (き)る。建德 (けんとく)怒 (いか)り、還 (かえ)りて黎陽 (れいよう)を攻 (せ)め、之 (これ)に克 (か)ち、淮安王 (わいあんおう)神通 (しんつう)・李世勣 (りせいせき)の父 (ちち)蓋 (がい)・魏徴 (ぎちょう)及 (およ)び帝 (てい)の妹 (いもうと)同安 (どうあん)公主 (こうしゅ)を虜 (とりこ)にす。唯 (た)だ李世勣 (りせいせき)、數 (すう)百騎 (き)を以 (い)て走 (はし)りて河 (か)を度 (わた)る。數 (すう)日 (じつ)にして、其 (その)父 (ちち)の故 (ゆえ)を以 (もつ)て、還 (かえ)りて建德 (けんとく)に詣 (いた)りて降 (くだ)る。衞州 (えいしゅう)、黎陽 (れいよう)陷 (おちい)ると聞 (き)き、亦 (また)降 (くだ)る。建德 (けんとく)、李世勣 (りせいせき)を以 (もつ)て左 (さ)驍 (ぎょう)衞 (えい)將 (しょう)軍 (ぐん)と爲 (な)し、
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黎陽 (れいよう)を守 (まも)らしめ、常 (つね)に其 (その)父 (ちち)蓋 (がい)を以 (もつ)て自 (みずか)ら随 (したが)えて質 (ち)と爲 (な)し、魏徴 (ぎちょう)を以 (もつ)て起 (き)居 (きょ)舎 (しゃ)人 (じん)と爲 (な)す。滑州 (かつしゅう)の刺史 (しし)王 (おう)軌 (き)の奴 (ど)、軌 (き)を殺 (ころ)し、其 (その)首 (くび)を攜 (たずさ)え、建德 (けんとく)に詣 (いた)りて降 (くだ)る。建德 (けんとく)曰 (い)わく、『奴 (ど)、主 (しゅ)を殺 (ころ)すは大逆 (たいぎゃく)なり。吾 (われ)何 (なん)爲 (すれ)ぞ之 (これ)を受 (う)けん』と。立 (た)ちどころに命 (めい)じて奴 (ど)を斬 (き)らしめ、其 (その)首 (くび)を滑州 (かつしゅう)に返 (かえ)す。吏 (り)民 (みん)・感 (かん)悦 (えつ)し、卽 (そく)日 (じつ)、降 (くだ)らんと請 (こ)う。是 (ここ)に於 (おい)て其 (その)旁 (かたわら)の州縣 (しゅうけん)及 (およ)び徐圓朗 (じょえんろう)等 (ら)、皆 (みな)、風 (ふう)を望 (のぞ)みて歸 (き)附 (ふ)す。己未 (きび)、建德 (けんとく)、洺州 (めいしゅう)に還 (かえ)り、萬 (ばん)春宮 (しゅんきゅう)を築 (きず)き、徙 (うつ)りて之 (これ)に都 (みやこ)す。淮安王 (わいあんおう)神通 (しんつう)を（一六一）下 (か)博 (はく)に置 (お)き、待 (ま)つに客禮 (かくれい)を以 (もつ)てす。
　行軍 (こうぐん)總管 (そうかん)羅 (ら)士信 (ししん)、勇士 (ゆうし)を帥 (ひき)ゐ (い)、夜 (よる)、洛陽 (らくよう)の外郭 (がいかく)に入 (い)り、火 (ひ)を縱 (はな)ち、淸 (せい)化 (か)里 (り)を焚 (や)きて還 (かえ)る。壬戌 (じんじゅつ)、士信 (ししん)、（一六二）靑 (せい)城堡 (じょうほ)を拔 (ぬ)く。
　王世充 (おうせいじゅう)、自 (みずか)ら兵 (へい)を將 (ひき)ゐ (い)て地 (ち)を徇 (とな)え、滑臺 (かつだい)に至 (いた)り、黎陽 (れいよう)に臨 (のぞ)む。尉 (い)氏 (し)の城 (じょう)主 (しゅ)時 (じ)德叡 (とくえい)・（一六三）汴州 (べんしゅう)の刺史 (しし)王 (おう)要漢 (ようかん)・（一六四）亳州 (はくしゅう)の刺史 (しし)丁 (てい)叔則 (しゅくそく)、使 (つかい)を遣 (つか)わして之 (これ)に降 (くだ)る。德叡 (とくえい)を以 (もつ)て尉 (い)州 (しゅう)の刺史 (しし)と爲 (な)す。要漢 (ようかん)は伯當 (はくとう)の兄 (あに)なり。（一六五）夏候端 (かこうたん)、黎陽 (れいよう)に至 (いた)る。李世勣 (りせいせき)、兵 (へい)を發 (はつ)して之 (これ)を送 (おく)り、（一六六）澶 (せん)淵 (えん)より河 (か)を濟 (わた)り、檄 (げき)を州縣 (しゅうけん)に傳 (つた)う。東 (ひがし)は海 (うみ)に至 (いた)り、南 (みなみ)は淮 (わい)に至 (いた)るまで、二十餘 (よ)州 (しゅう)、皆 (みな)、使 (つかい)を遣 (つか)わして來 (きた)り降 (くだ)る。行 (ゆ)きて（一六七）譙州 (しょうしゅう)に至 (いた)る。會々 (たまたま)汴 (べん)・亳 (ばく)、王世充 (おうせいじゅう)に降 (くだ)り、還 (かん)路 (ろ)遂 (つい)に絶 (た)ゆ。端 (たん)、素 (もと)より衆 (しゅう)心 (しん)を得 (え)、
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從 (したが)う所 (ところ)の二千人 (にん)、糧 (りょう)盡 (つ)くと雖 (いえど)も、委 (す)て去 (さ)るに忍 (しの)びず。端 (たん)、澤中 (たくちゅう)に坐 (ざ)し、馬 (うま)を殺 (ころ)して以 (もつ)て士 (し)を饗 (きょう)し、因 (よ)つて歔欷 (きょき)して謂 (い)つて曰 (い)わく、『卿 (けい)等 (ら)の郷里 (きょうり)は、皆 (みな)已 (すで)に賊 (ぞく)に從 (したが)う。特 (ただ)に・事 (こと)を共 (とも)にするの情 (じょう)を以 (もつ)て、未 (いま)だ委 (す)てらるる能 (あた)わず。我 (われ)は王命 (おうめい)を奉 (ほう)ず、卿 (けい)に從 (したが)う可 (べ)からず。卿 (けい)は妻子 (さいし)有 (あ)り、宜 (よろ)しく我 (われ)に效 (なら)うべき無 (な)し。吾 (わ)が首 (くび)を斬 (き)りて賊 (ぞく)に歸 (き)す可 (べ)し。必 (かなら)ず富貴 (ふうき)を獲 (え)ん』と。衆 (しゅう)皆 (みな)流涕 (りゅうてい)して曰 (い)わく、『公 (こう)、唐 (とう)室 (しつ)に於 (おい)て、親屬 (しんぞく)あるに非 (あら)ず。直 (ただ)に忠義 (ちゅうぎ)を以 (もつ)て、志 (こころざし)、存 (そん)を圖 (はか)らず。某 (ぼう)等 (ら)、賤 (いや)しと雖 (いえど)も、心 (こころ)亦 (また)人 (ひと)なり。寧 (なん)ぞ肯 (あえ)て公 (こう)を害 (がい)して以 (もつ)て利 (り)を求 (もと)めんや』と。端 (たん)曰 (い)わく、『卿 (けい)、殺 (ころ)さるるに忍 (しの)びずんば、吾 (われ)當 (まさ)に自 (みずか)ら刎 (くびは)ぬべし』と。衆 (しゅう)、之 (これ)を抱 (ほう)持 (じ)し、乃 (すなわ)ち復 (ま)た同 (おな)じく進 (すす)む。潜 (せん)行 (こう)すること五日 (いつか)、餒 (う)ゑて死 (し)し、及 (およ)び賊 (ぞく)の撃 (う)つ所 (ところ)と爲 (な)り、奔 (はし)り潰 (つい)えて相 (あい)失 (うしな)う者 (もの)大半 (たいはん)、唯 (た)だ五十二人 (にん)を餘 (あま)して同 (おな)じく走 (はし)り、（一六八）𤇾+豆 (ろう)豆 (とう)を采 (と)りて之 (これ)を生 (せい)食 (しょく)す。端 (たん)、節 (せつ)を持 (じ)し、未 (いま)だ嘗 (かつ)て身 (み)を離 (はな)さず。屢々 (しばしば)從者 (じゅうしゃ)を遣 (つか)わし、散 (さん)じて自 (みずか)ら生 (せい)を求 (もと)めしむ。衆 (しゅう)、又 (また)、可 (き)かず。時 (とき)に河南 (かなん)の地 (ち)、皆 (みな)、世充 (せいじゅう)に入 (い)る。唯 (た)だ杞州 (きしゅう)の刺史 (しし)李 (り)公逸 (こういつ)、唐 (とう)の爲 (た)めに堅 (かた)く守 (まも)り、兵 (へい)を遣 (つか)わして端 (たん)を迎 (むか)え、之 (これ)を館 (かん)給 (きゅう)す。世充 (せいじゅう)、使 (つかい)を遣 (つか)わして端 (たん)を召 (め)し、衣 (ころも)を解 (と)きて之 (これ)に遺 (や)り、仍 (な)ほ除 (じょ)書 (しょ)を送 (おく)り、端 (たん)を以 (もつ)て淮南 (わいなん)郡 (ぐん)公 (こう)・尚書 (しょうしょ)少 (しょう)吏部 (りぶ)と爲 (な)す。端 (たん)、使者 (ししゃ)に對 (たい)し、書 (しょ)を焚 (や)き衣 (ころも)を毀 (やぶ)りて曰 (い)わく、『夏候端 (かこうたん)は、天子 (てんし)の大 (たい)使 (し)なり。豈 (あ)に王世充 (おうせいじゅう)の官 (かん)を受 (う)けんや。汝 (なんじ)、吾 (わ)が往 (ゆ)くを欲 (ほっ)せば、唯 (た)だ吾 (わ)が首 (くび)を取 (と)る可 (べ)きのみ』と。因 (よ)つて節旄 (せつぼう)を解 (と)きて之 (これ)を懷 (ふところ)にし、刃 (やいば)を竿 (さお)に置 (お)き、山中 (さんちゅう)より西 (にし)に走 (はし)る。復 (ま)た蹊徑 (けいけい)無 (な)く、荊棘 (けいきょく)を冒踐 (ぼうせん)し、晝夜兼行 (ちゅうやけんこう)し、（一六九）宜 (ぎ)陽 (よう)に達 (たつ)するを得 (え)たり。從者 (じゅうしゃ)、崖 (がけ)より墜 (お)ち、水 (みず)に
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溺 (おぼ)れ、虎狼 (ころう)の食 (くら)う所 (ところ)と爲 (な)り、又 (また)其 (その)半 (なかば)を喪 (うしな)う。其 (そ)の存 (そん)する者 (もの)、鬢髪禿落 (ひんぱつとくらく)し、復 (ま)た人狀 (にんじょう)無 (な)し。端 (たん)、闕 (けつ)に詣 (いた)りて上 (じょう)に見 (まみ)え、但 (た)だ功 (こう)無 (な)きを謝 (しゃ)し、初 (はじ)めより自 (みずか)ら艱 (かん)苦 (く)を言 (い)わず。上 (じょう)復 (ま)た以 (もつ)て秘書監 (ひしょかん)と爲 (な)す。（一七〇）郎 (ろう)楚 (そ)之 (し)、山東 (さんとう)に至 (いた)り、亦 (また)、竇建德 (とうけんとく)の獲 (う)る所 (ところ)と爲 (な)る。楚 (そ)之 (し)、屈 (くつ)せず、竟 (つい)に・還 (かえ)るを得 (う)。王世充 (おうせいじゅう)、其 (その)従弟 (じゅうてい)世辯 (せいべん)を遣 (つか)わし、徐 (じょ)・亳 (はく)の兵 (へい)を以 (い)て雍丘 (ようきゅう)を攻 (せ)む。李 (り)公逸 (こういつ)、使 (つかい)を遣 (つか)わして救 (すくい)を求 (もと)む。上 (じょう)、賊 (ぞく)境 (きょう)を隔 (へだ)つるを以 (もつ)て、救 (すく)う能 (あた)わず。公逸 (こういつ)乃 (すなわ)ち其 (その)屬 (ぞく)李 (り)善行 (ぜんこう)を留 (とど)めて雍丘 (ようきゅう)を守 (まも)らしめ、身 (み)、輕騎 (けいき)を帥 (ひき)ゐ (い)て入朝 (にゅうちょう)す。襄城 (じょうじょう)に至 (いた)り、世充 (せいじゅう)の伊州 (いしゅう)の刺史 (しし)張 (ちょう)殷 (いん)の獲 (う)る所 (ところ)と爲 (な)る。世充 (せいじゅう)謂 (い)つて曰 (い)わく、『卿 (けい)、鄭 (てい)を越 (こ)えて唐 (とう)に臣 (しん)たり。其 (その)説 (せつ)安 (いずく)にか在 (あ)る』と。公逸 (こういつ)曰 (い)わく、『我 (われ)、天下 (てんか)に於 (おい)て、唯 (た)だ唐 (とう)有 (あ)るを知 (し)るのみ、鄭 (てい)有 (あ)るを知 (し)らず』と。世充 (せいじゅう)怒 (いか)りて之 (これ)を斬 (き)る。善行 (ぜんこう)も亦 (また)没す。上 (じょう)、公逸 (こういつ)の子 (こ)を以 (もつ)て襄邑 (じょうゆう)公 (こう)と爲 (な)す。
　甲子 (こうし)、上 (じょう)、（一七一）華 (か)山 (ざん)に祠 (まつ)る。
